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　本市は平成16年10月１日に、鴨島町、川島町、山川町、美郷村の麻植郡４町村が、平成の大合併として
県下で１番に合併しました。それから、10年。「世代を越えて、夢紡ぐまち　新・生活創造都市をめざして」
を将来都市像として掲げ、「時代を担う子どもたちの育成、安全・安心なまちづくり、環境を大切にする美
しいまちづくり」などに努めてきました。そして、今年の10月１日には、満10歳の誕生日を迎えます。
　市では、これまで築いてきた歴史、文化、伝統、自然を大切に守っていくとともに、
さらなる飛躍を祈念して、「市制10周年記念 錦秋吉野川歌舞伎公演」など、さまざま
な事業の開催を予定しています。市民の皆さんの多数のご参加をお待ちしています。
　その他にも、フォトコンテスト、絵や作文の作品募集、広報写真でつづる10年の歩
みパネル展、作品展示、ヨッピー・ピッピーグッズ製作販売など、盛りだくさん予定
しています。5月号では、前半編（10月まで）を紹介します。

 市主催事業：市が主体となって実施する事業
⑩ 冠事業：例年実施している事業
手 市民提案事業：各種団体などが提案し実施する事業
 （市民手作りイベント事業）
※開催日・事業は、都合により変更する場合があります。
※後半編（11月〜3月）は、6月号に掲載します。

●問い合わせ
〒776－8611　吉野川市鴨島町鴨島115番地１　吉野川市企画財政課企画政策係
☎ 22-2221　FAX 22-2244　E-mail：kikaku@city.yoshinogawa.lg.jp

平成26年10月1日に吉野川市は…

開催日 記念事業

５月24日(土) 手 里山ハイキング（第２回）

６月３日(火) 手 吉野川市内を歩かんで会（鴨島地
区）

６月７日(土) ⑩ ＮＨＫ公開セミナー
大河ドラマ「軍師官兵衛」

６月７日（土）
　　８日（日） ⑩ 第28回美郷ほたるまつり

６月22日(日) 手 ユリの花まつり

６月28日(土) ⑩ 五九郎まつり

６月 ⑩ 100万人のキャンドルナイト

７月27日（日） 手 自然食セミナー

７月 手 「世界を楽しく旅する講座（アフリ
カ編）」

８月２日(土)
⑩ 第２次男女共同参画基本計画策定
記念講演

「みんなが輝いて生きるために」

８月６日(水) ⑩ 吉野川市納涼花火大会

８月14日(木) ⑩ 吉野川市選抜阿波踊り大会

８月16日(土) ⑩ 阿波踊り広場

８月14日(木)
　〜16日(土) ⑩ 吉野川市阿波踊り大会

８月　お盆
手 歳をとっても、障がいがあっても
踊らにゃソンソン！

８月24日(日) 手 「学んで！作って！たたいてどこ
ドン！」

８月27日(水) 手 親子で楽しく習字にチャレンジ！

８月30日(土) ⑩ 吉野川市チャリティー選抜阿波踊
り大会

開催日 記念事業

８月31日(日) 手 忌部の歴史講演会〜麻植郡の足跡
と共に〜

９月 手 里山ハイキング（第３回）

９月 手 「世界を楽しく旅する講座（南アメ
リカ編）」

９月 手 青少年育成事業「トクイクの森
2014」

10月１日(水)  市制10周年メモリアルデイセレ
モニー

10月４日(土)  市制10周年記念式典

10月11日(土) ⑩ 沖縄重要無形文化財「組踊」特別鑑
賞会

10月12日(日) ⑩ 地域伝統芸能等保存事業

10月12日(日)
　　　予定

⑩ 祝！10周年　吉野川市・美郷物産
館

10月30日(木) ⑩ 菊人形・菊花展オープニングセレ
モニー

10月31日(金)  市制10周年記念錦秋吉野川歌舞
伎公演

10月 手 「ゆるきゃらファッションショー
IN 吉野川」

10月 手 里山ハイキング（第４回）

10月 手 吉野川市人口増加にむけての婚活
イベント事業
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　市は、広報よしのがわ１月号等で募集した『吉野川市市制10周年記念市民
手作りイベント事業』について、次の18事業を支援することに決定しました。
　詳しい事業内容は、順を追って紹介します。
　１年を通じて市民団体による手作りイベントが数多く実施されます。どん
どん参加して、吉野川市市制10周年を祝っていきましょう！

団体名（順不同） 事業の名称
特定非営利活動法人
吉野川に生きる会

㊗ 吉野川市市制10周年
第４回　菜の花フェスタ

麻名尾根道古道クラブ 麻名尾根道古道の修復・整備と里
山ハイキング

鴨島町商店街連合会協
同組合 第３回ごくろう駅前ものがたり

奉仕橋かもクラブ ユリの花まつり

鴨島歩こう会 市制10周年記念　吉野川市内を
歩かんで会

徳島県地域リハビリ
テーション地域支援セ
ンター・鴨島病院

歳をとっても、障がいがあっても
踊らにゃソンソン！　〜福祉の
まちづくり、吉野川市阿波踊り〜

吉野川市国際交流協会
吉野川市国際交流協会設立10周
年記念事業「世界を楽しく旅する
講座」〜見て・聴いて・食べて、世
界を体験！〜

MOA萩の会
市制10周年記念　自然食セミ
ナー　－自然農法って何？どう
して体にいいの？－

特定非営利活動法人
太鼓の楽校

「学んで！作って！たたいてどこ
ドン！」

団体名（順不同） 事業の名称

パンダクラブ 親子で楽しく習字にチャレン
ジ！

日の出・宮島自主防災
会

忌部の歴史講演会（本家・本元の
「地域」で生活する市民の集い）
〜麻植郡の足跡と共に〜

いんべの里地域活性化
実行委員会

吉野川市市制10周年記念
忌部のひな祭り展

一般社団法人吉野川青
年会議所

青少年育成事業「トクイクの森
2014」

吉野川商工会議所青年
部

吉野川市人口増加にむけての婚
活イベント事業

阿波文化を学ぶ
「麻植の会」

「ゆるきゃらファッションショー
IN 吉野川」

麻植に生きる会 川島城プロジェクション

吉野川市子育て応援団 未来へ輝け☆キッズファッショ
ンショー in yoshinogawa

吉野川市カローリング
協会

吉野川市カローリング協会創立
10周年＆吉野川市市制10周年
記念カローリング大会

○
「
麻
名
尾
根
道
古
道
の
修
復
・

整
備
と
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」（
麻
名

尾
根
道
古
道
ク
ラ
ブ
）
＝
麻
名
尾

根
道
古
道
の
美
郷
の
種
野
峠
か
ら

鴨
島
の
梨
ノ
峠
ま
で
の
尾
根
道
と
、

取
次
道
の
修
復
・
整
備
を
す
る
と

と
も
に
、
里
山
の
歴
史
や
峠
の
遺

跡
等
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ
を
１
年

間
に
わ
た
り
実
施
す
る
。

【
第
１
回
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
】

４
月
に
実
施

【
第
２
回
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
】

と
き　

５
月
24
日
㈯
雨
天
中
止

集
合
場
所　

伊
加
々
志
神
社
駐
車

場　

９
時
出
発

コ
ー
ス　

伊
加
々
志
神
社
～
堀
割

峠
～
鳶
ヶ
巣
峠
～
寒
風
峠
～
長
戸

峠
～
峰
八
～
伊
加
々
志
神
社
（
６

時
間
程
度
）

参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
料
等
）

持
参
物　

弁
当
、
雨
具
、
防
寒
具
、

水
筒
、
帽
子
、
地
図
、
嗜し

好こ
う

品
、

手
拭
い
な
ど

申
込
期
限　

５
月
20
日
㈫

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

麻
名
尾
根
道
古
道
ク
ラ
ブ　

鎌
田

	
☎
０
９
０
（
４
５
０
２
）
４
５
０
０

○
「
ユ
リ
の
花
ま
つ
り
」（
奉
仕

橋
か
も
ク
ラ
ブ
）
＝
江
川
ゆ
う
ね

ん
を
癒
や
し
の
場
所
と
し
て
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
ユ
リ
の
花
の
観

賞
会
、
写
真
撮
影
会
、
環
境
美
化

活
動
体
験
、
ヨ
ッ
ピ
ー
ピ
ッ
ピ
ー

焼
き
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
ゲ
ー

ム
遊
び
な
ど
を
実
施
す
る
。

と
き　

６
月
22
日
㈰
雨
天
の
場
合

は
７
月
６
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

江
川
ゆ
う
ね
ん
（
吉
野

川
高
等
学
校
北
側
の
江
川
南
岸
の

河
川
敷
）

○
「
市
制
10
周
年
記
念
吉
野
川
市

内
を
歩
か
ん
で
会
」（
鴨
島
歩
こ

う
会
）
＝
市
民
に
歩
く
こ
と
の
重

要
性
を
幅
広
く
呼
び
か
け
、
旧
４

町
村
ご
と
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
開

催
し
、
市
民
相
互
の
親
睦
、
街
の

魅
力
の
再
発
見
お
よ
び
健
康
の
増

進
を
図
る
。

第
１
回　

鴨
島
地
区
（
６
月
）

第
２
回　

川
島
地
区
（
11
月
）

第
３
回　

山
川
地
区
（
１
月
）

第
４
回　

美
郷
地
区
（
３
月
）

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課	

☎
22-

２
２
２
１

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念

市
民
手
作
り

イ
ベ
ン
ト
事
業
①

吉野川市
市制10周年記念
市民手作り

イベント事業決定‼

平成26年10月1日に吉野川市は…
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●問い合わせ　徳島県東部県税局自動車税庁舎　☎088-641-2323

市税等納期のお知らせ

１．納期限が休日その他政令で定める日のときは、その翌日が納期限となります。
２．市税等の第１期の納期に「全期用納付書」（国民健康保険税を除く）と１年分の「各期用納付書」を
まとめてお送りします。ただし、国民健康保険税は、資格異動等を税額に反映させるため、７月上旬
から中旬にかけての発送となります。
◎各納期ごとに納付される方は、１年分の各期用納付書を大切に保管のうえ、金融機関窓口、市役所
　会計課および各支所（川島・山川・美郷）などで納めてください。
◎年税額を一括して納付される方は、全期用納付書（国民健康保険税を除く）で第１期の納期内に納
　めることができます。
◎口座振替を利用して納税される方は、指定の口座から納期の末日に振り替えられます。

※国民健康保険税が国保世帯主の年金から天引き（特別徴収）される部分、および市・県民税が給与・年
金から天引き（特別徴収）される部分は除きます。
※平成26年度から、固定資産税および個人市県民税（普通徴収分）の前納報奨金制度は廃止になりました。

　平成26年度吉野川市税等の納期は次のとおりです。納期内の納付をお願いします。

納　　期 軽自動車税 固定資産税 市・県民税 国民健康保険税

５月
１日～31日 全期

18日～31日 １期・全期

６月 17日～30日 １期・全期

７月 １日～31日 ２期 １期・全期（口座振替のみ）

８月 １日～31日 ２期

９月 １日～30日 ２期 ３期

10月 １日～31日 ４期

11月 １日～30日 ３期 ５期

12月 １日～25日 ３期

１月 １日～31日 ６期

自動車税は納期内に！
　平成26年度の自動車税の納期限は６月２日（月）です。納期内に納めてください。
　領収書に添付されている「納税証明書」は、車検（継続検査または構造等変更検査）の際に必要
になりますので、大切に保管してください。

●問い合わせ
　軽自動車税／固定資産税／市・県民税	 市税務課　☎22-2215
　国民健康保険税　	　　　　　　　　　	市国保年金課　☎22-2213
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●問い合わせ　市税務課　☎22-2215

復興増税による個人市民税均等割額の増額について
　「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保
に係る地方税の臨時特例に関する法律」（平成23年法律第118号）の施行により、平成26年度から
平成35年度までの10年間、個人市民税の均等割が500円加算されて3,500円となります。
　この増額分は、避難所などの防災拠点や、防災設備の整備などの防災・減災事業を実施するため
の財源に充てられます（個人県民税につきましても同様に500円が加算されます）。皆さんのご理
解をお願いします。

変更前 変更後（平成26年度から35年度まで）

市民税均等割 3,000円 3,500円

県民税均等割 1,000円 1,500円

合　　計 4,000円 5,000円

後
の
繰
り
下
げ
増
額
率
は
42
％
で

一
定
で
す
）。

○
障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
が
１

年
を
待
た
ず
に
請
求
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
は
、
障
害
年
金
を
受

け
て
い
る
方
の
障
が
い
の
程
度
が

増
進
し
た
場
合
、
そ
の
前
の
障
が

い
状
態
の
確
認
な
ど
か
ら
１
年
の

待
機
期
間
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば

年
金
額
の
改
定
請
求
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
改
正
後
は
省
令
に

定
め
ら
れ
た
障
が
い
の
程
度
が
増

進
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場

合
に
は
１
年
を
待
た
ず
に
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と

な
っ
た
場
合
に
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す

　

年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と

な
っ
て
１
カ
月
以
上
経
過
し
た
場

合
、
世
帯
員
は
そ
の
旨
を
年
金
事

務
所
へ
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
生
存
の
事
実
確
認
が
で
き

な
い
場
合
は
、
年
金
の
支
払
い
が

一
時
止
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所　

お
客
様
相

談
室☎０

８
８
（
６
５
５
）
０
２
０
０

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
徳
島
県
社
会
保

険
労
務
士
会
ま
た
は
、
国
保
年
金

課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
電

話
番
号
、
相
談
内
容
な
ど
に
つ
い

て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
５
月
22
日
㈭	

午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
６
月
19
日
㈭	

午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

の
、
印
鑑
、
本
人
確
認
で
き
る
も

の
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

９
６
７
９
５
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

○
国
民
年
金
任
意
加
入
者
の
未
納

期
間
が
合
算
対
象
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
の
任

意
加
入
者
（
昭
和
61
年
３
月
以
前

の
会
社
員
の
妻
、
昭
和
61
年
４
月

以
後
の
海
外
在
住
者
、
平
成
３
年

３
月
以
前
の
学
生
な
ど
）
が
保
険

料
を
納
め
な
か
っ
た
場
合
は
、
未

納
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期

間
と
同
様
、
合
算
対
象
期
間
（
※

カ
ラ
期
間
）
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

※
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

る
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な

い
期
間

○
70
歳
到
達
後
に
繰
り
下
げ
申
し

出
を
し
て
も
70
歳
か
ら
の
年
金
が

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
は
、
70
歳
に
達
し
た

後
に
繰
り
下
げ
受
給
の
申
し
出
を

す
る
と
、
申
し
出
の
あ
っ
た
翌
月

分
以
降
の
年
金
し
か
受
給
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
後
は
70
歳

時
点
で
申
し
出
が
あ
っ
た
と
み
な

し
、
70
歳
到
達
月
の
翌
月
分
か
ら

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
70
歳
以

国
民
年
金
だ
よ
り

平
成
26
年
４
月
か
ら
改
正
さ

れ
て
い
る
制
度
に
つ
い
て

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

出
張
年
金
相
談
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🆀	 学校再編計画はいつからスタートするのか。
A	 具体的には決まっていません。保護者や地域の
方々の理解が得られ次第、順次着手します。再編
には１カ所当たり３年〜４年かかると考えていま
す。

🆀	 全体の計画期間を早めることはできないか。
A	 飛躍的に期間を短縮することは難しいと考えま
すが、少しでも早くより良い教育環境が整えられ
るよう努めます。

🆀	 複式学級になる人数は何人なのか。
A	 小学校においては、二つの学年を合わせて16人
以下（１年生を含む場合は８人以下）となる場合
です。

🆀	 市内の小学校でも複式学級が発生するのか。
A	 学級編成基準上、複式学級に該当する児童数に
まで減少する見通しの小学校はありますが、教頭
先生が学級を担任することにより複式学級を解消
することができます。

🆀	 複式学級になる場合、特例的に教員の増員はで
きないのか。
A	 小学校・中学校の教員は県教育委員会の人事に
よって決定されますので、市教委としては県教委
に対して増員を要望していくことになります。市
教委が独自に配置する教員は、授業の補助はでき
ても学級を担任することはできないということに
なっています。

・小規模校の方が、きめ細かな指導が行いやすく、
児童・生徒一人一人の個別の活動機会を設定しや
すいというメリットがある。これが子どもにとっ
て一番大事であり、再編には反対である。

・唐突に案が出された感がある。
・もっと地域に出向いて説明してほしい。
・小さい子どもを持つ親として、複式学級は不安で
あり、再編はありがたい話。

・再編に反対ではない。

🆀	 スクールバスの具体的な運行事例は。
A	 他市の中学校では、下校時に２便運行し、部活
動に支障をきたさないように対応している事例が
あります。
　　本市でも、美郷から山川中学校へのスクールバ
スは、同様に２便運行しています。

🆀	 どのようにして決定するのか。
A	 便数、時刻、ルートなどは、市教委だけではな
く、保護者や地域住民などに参画いただいて、ご
意見をお聞きしながら具体的に決めていきたいと
考えています。

🆀	 再編後の学校施設は、どのように活用するのか。
A	 再編によって空き校舎となる学校施設の活用方
法は、地域の皆さんの意向をお聞きしながら検討
したいと考えています。

🆀	 学校がなくなると地域が寂れる。学校再編より
も、人口増の施策を行う方が先ではないか。
A	 学校は長い歴史の中で地域コミュニティの中心
的役割を担っている側面がありますが、学校は義
務教育を行う施設ですので、まずは子どもたちに
とってより良い教育環境を整えることを考えてい
ます。人口増の施策も重要であると考えます。

🆀	 小中一貫は考えられないのか。
A	 中１ギャップ（※）をなくす意味では、小学生
にとって意味があると思いますが、中学校におい
て単学級（１学年１学級）が回避されないのであ
れば、教育環境の観点から課題もあると考えます。
※中1ギャップとは、中学校への進学において、新しい環
境にうまく適応できず、不登校などの問題行動につな
がっていく状態をいいます。

🆀	 川田中小学校の場所に新築するのであれば、
もっと災害の危険性が少ない別の場所を検討すべ
きである。
A	 防災対策の観点からも検討します。
🆀	 幼保再編は、どうなるのか。
A	 学校再編と幼保再編は密接に関わっていますの
で、開校時期と開園時期を調整するなど、連携を
図っていきます。

学校再編計画（素案）の説明会で出されたご意見を紹介します

●問い合わせ　市教育総務課　☎22-2272

（広報よしのがわ４月号のつづき）

再編計画（素案）の
概要について説明

再編の時期に関する質問

複式学級に関する質問

素案に対する意見

通学支援に関する質問

その他の質問

　市教育委員会からは、本市の少子化、学校の小規模化の状況を報告すると
ともに、計画の内容や、再編は複数の学校が一つになって新しい学校を設置
するものであること、通学支援の具体的な方法としてスクールバスの運行を
考えていることなどを説明しました。

誌
面
の
関
係
で
一
部
を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
Ｑ
＆
Ａ
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/docs/2014012300025/files/qanda.pdf
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市
長
部
局

政
策
監

▼
政
策
監〔
総
務
部
長
事
務
取
扱
〕

（
総
務
部
長
）
桑
村
光
明

部
長
級

▼
市
民
部
長
（
水
道
部
長
）
工
藤

利
夫
▼
産
業
経
済
部
長
（
教
育
次

長
）
大
久
保
史
朗
▼
健
康
福
祉
部

理
事〔
福
祉
事
務
所
長
事
務
取
扱
〕

（
総
務
部
次
長
〔
総
務
課
長
事
務

取
扱
〕）
増
富
雄
二
▼
水
道
部
長

（
建
設
部
次
長
〔
建
設
課
長
事
務

取
扱
〕）
麻
植
英
明
▼
会
計
管
理

者
（
水
道
部
次
長
〔
水
道
課
長
事

務
取
扱
〕）
笠
井
幸
宏

次
長
級

▼
環
境
局
長
〔
市
民
部
次
長
〕（
環

境
局
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長

〔
次
長
級
〕）
武
田
計
次
▼
建
設
部

次
長
〔
建
設
課
長
事
務
取
扱
〕（
環

境
局
長
〔
市
民
部
次
長
〕）
村
田

登
志
雄
▼
総
務
部
次
長
〔
総
務
課

長
事
務
取
扱
〕（
生
涯
学
習
課
長
）

藤
野
井
昭
仁
▼
環
境
局
運
転
管
理

セ
ン
タ
ー
所
長
（
税
務
課
長
）
中

倉
清
二
▼
川
島
こ
ど
も
園
長
（
子

育
て
支
援
課
長
）
大
塚
勉
▼
産
業

経
済
部
次
長
〔
農
業
振
興
課
長
事

務
取
扱
〕（
農
業
振
興
課
長
）
岡

田
晋
▼
水
道
部
次
長
〔
水
道
課
長

事
務
取
扱
〕（
防
災
対
策
課
長
）

河
見
泰
司

課
長
級

▼
税
務
課
長
（
人
権
課
長
）
安
達

弘
▼
人
権
課
長
（
川
島
支
所
長
）

阿
部
芳
浩
▼
総
括
支
所
長
兼
山
川

支
所
長
兼
川
島
支
所
長
（
福
祉
総

務
課
長
）
石
田
雅
也
▼
農
地
林
業

課
長
（
下
水
道
課
長
）
和
田
孝
明

▼
川
島
こ
ど
も
園
副
園
長
（
総
括

所
長
兼
鴨
島
呉
郷
保
育
所
長
）
渡

部
千
恵
▼
防
災
対
策
課
長
（
生
涯

学
習
課
主
幹
兼
文
化
振
興
係
長
）

橋
川
寬
司
▼
環
境
局
環
境
企
画
課

長
（
環
境
局
環
境
企
画
課
主
幹
兼

環
境
政
策
係
長
）
藤
原
弘
文
▼
福

祉
総
務
課
長
（
国
保
年
金
課
主
幹

兼
国
民
健
康
保
険
係
長
）
後
藤
田

浩
司
▼
子
育
て
支
援
課
長
兼
子
ど

も
相
談
室
長
（
子
育
て
支
援
課
主

幹
兼
児
童
政
策
係
長
）
宮
本
陽
一

▼
商
工
観
光
課
長
（
総
務
課
主
幹

兼
財
産
企
画
管
理
係
長
）
松
原
勲

▼
都
市
計
画
住
宅
課
長
（
教
育
総

務
課
主
幹
兼
教
育
施
設
係
長
）
小

澤
和
義
▼
下
水
道
課
長
（
環
境
局

環
境
企
画
課
付
主
幹
〔
中
央
広
域

環
境
施
設
組
合
派
遣
〕）
阿
部
和

仁

教
育
委
員
会

部
長
級

▼
徳
島
県
教
育
委
員
会
（
教
育
次

長
）福
島
洋
一
郎
▼
教
育
次
長（
産

業
経
済
部
次
長
〔
商
工
観
光
課
長

事
務
取
扱
〕）
貞
野
修
二
▼
教
育

次
長
（
徳
島
県
教
育
委
員
会
）
寒

川
健
治

課
長
級

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
山

川
支
所
長
兼
美
郷
支
所
長
）
井
上

泰
男
▼
生
涯
学
習
課
長
（
環
境
局

環
境
企
画
課
長
）
吉
永
正
雄
▼
教

育
総
務
課
長
（
教
育
総
務
課
主
幹

兼
教
育
政
策
係
長
）
吉
尾
俊
二

議
会
事
務
局

部
長
級

▼
議
会
事
務
局
長
（
議
会
事
務
局

次
長
〔
庶
務
議
事
課
長
事
務
取

扱
〕）
犬
伏
司

課
長
級

▼
庶
務
議
事
課
長
（
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
）
岡
田
一
則

退
職
（
３
月
31
日
付
）

▼
柿
部
美
彦
（
市
民
部
長
）
▼
井

内
克
典
（
産
業
経
済
部
長
）
▼
池

上
茂
和
（
会
計
管
理
者
）
▼
河
内

由
夫
（
議
会
事
務
局
長
）
▼
鎌
田

宏
道
（
福
祉
事
務
所
長
〔
健
康
福

祉
部
次
長
〕）
▼
宮
本
晴
義
（
健

康
福
祉
部
次
長
〔
幼
保
連
携
担

当
〕）
▼
杉
友
善
一
郎
（
農
地
林

業
課
長
）
▼
住
友
正
明
（
都
市
計

画
住
宅
課
長
）
▼
中
井
俊
男
（
教

育
総
務
課
長
）
▼
結
城
由
美
（
子

育
て
支
援
課
課
長
補
佐
兼
児
童
総

務
係
長
兼
子
ど
も
相
談
室
室
長
補

佐
）
▼
福
島
ヤ
エ
子
（
農
地
林
業

課
課
長
補
佐
兼
農
地
総
務
係
長
）

▼
荒
田
妙
（
介
護
保
険
課
主
査
）

▼
石
田
隆
義
（
環
境
局
運
転
管
理

セ
ン
タ
ー
主
任
運
転
手
兼
技
能

員
）
▼
中
川
絹
子
（
山
川
中
保
育

所
主
任
栄
養
士
）▼
平
本
淑
子（
川

島
東
保
育
所
主
任
技
能
員
）
▼
遠

藤
み
ど
り
（
鴨
島
幼
稚
園
主
任
教

諭
）
▼
植
木
あ
か
ね
（
知
恵
島
幼

稚
園
主
任
教
諭
）
▼
正
木
美
智
枝

（
川
田
西
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
▼

藤
井
正
幸
（
西
麻
植
小
学
校
主
任

技
能
員
）
▼
山
根
清
一
（
知
恵
島

小
学
校
主
任
技
能
員
）
▼
工
藤
壽

江（
川
田
中
小
学
校
主
任
技
能
員
）

▼
長
松
フ
ジ
子
（
山
川
中
学
校
主

任
技
能
員
）

市
職
員
人
事
異
動

　

課
長
級
以
上　

４
月
１
日
付

　
（　

）
内
旧
任

い
ろ
い
ろ
な
味
覚
は
、

舌
の
ど
こ
で
味
わ
え
る
の
？

　

人
に
は
①
「
甘
い
」
②
「
辛

い
」
③
「
酸
っ
ぱ
い
」
④
「
苦

い
」
の
基
本
的
な
４
種
類
の
味

覚
が
あ
り
ま
す
。
複
雑
な
味
は

そ
の
混
合
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

味
覚
に
よ
っ
て
、
舌
の
感
知

す
る
場
所
が
異
な
り
ま
す
。

①　

甘
さ
の
も
と
は
糖
分
で
、

感
知
す
る
場
所
は
舌
先

②　

辛
さ
の
も
と
は
食
塩
で
、

感
知
す
る
場
所
は
舌
の
両
サ
イ

ド
と
舌
先

③　

酸
っ
ぱ
さ
の
も
と
は
酸

で
、
感
知
す
る
場
所
は
舌
の
両

サ
イ
ド

④　

苦
さ
の
も
と
は
ア
ル
カ
ロ

イ
ド
と
い
う
物
質
な
ど
で
、
感

知
す
る
場
所
は
舌
の
奥

　

苦
い
薬
な
ど
を
飲
む
と
き

は
、
舌
の
先
の
ほ
う
に
乗
せ

て
、
水
で
一
気
に
流
し
込
め
ば

苦
み
を
感
じ
に
く
い
で
す
。

　

６
月
号
は｢

が
ん
に
つ
い
て
」

を
掲
載
し
ま
す
。

今
月
の
健
康
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●問い合わせ　市建築営繕課　☎22-2224

平成26年度  吉野川市老朽危険空き家除却支援事業

　地震時に倒壊し、道路を閉
へい
塞
そく
するおそれのある老朽化した危険な空き家の除却を促進し、

地域の防災性向上を図るため、対象家屋の除却に要する費用に対して助成を行います。

【対象建築物】
○現在使用されておらず、今後も居住する見込みのない老朽住宅および付属する工作物。
○倒壊すれば前面道路を２分の１以上閉塞し、避難などに支障をきたすおそれのあるもの。
○「老朽危険空き家の判定基準」の評点の合計が100点以上であるもの。
○倒壊の危険性がある老朽危険空き家として、市の是正指導を受けたもの。
【対象者】
○老朽危険空き家の所有者、老朽危険空き家の管理について権限を有する方で、市税の滞納
がない方。

【主な補助要件】
○吉野川市内に本店、支店などの事業所を有する建設業者もしくは解体工事業者と、工事請
負契約を締結すること。
○補助申請年度の３月31日までに、事業完了報告書を提出すること。
○跡地管理人を指定し市に届けるとともに、雑草の繁茂や廃棄物の投棄がないよう適正に管
理すること。

【補助対象経費】
○補助の対象は、老朽危険空き家の除却および処分に要する費用とする。
　※家財道具、機械、車両などの処分に係るものは対象としない。
【補助金の額】
○補助対象経費の５分の４以内（千円未満は切り捨て）で、80万円を限度とする。
【募集件数】６件（申請多数の場合は抽選）
【申し込みについて】７月31日（木）までに建築営繕課（東館２階）へ申し込んでください。
【注意事項】
○建物を除却することによって、住宅用地特例が適用されず、翌年度から土地の税額が増額
になる場合があります。

吉野川商工会議所ホームページではお得なサー
ビスが受けられる得クーポンを配布しています。
掲載店舗を利用してスタンプを集めると抽選に
応募できるクーポンラリーも実施中！

クーポンのダウンロードはこちらから➡
http://www.yoshinogawacci.jp/ku-pon.pdf

吉野川商工会議所　吉野川市鴨島町鴨島169-1　TEL 0883-24-2274

得 吉野川商工会議所

クーポン
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1
月
27
日
、
『
赤
十
字
の
集

い
』
が
開
催
さ
れ
、
日
赤
奉
仕
団

員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
奉
仕
活

動
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

金
色
有
効
章	

３
人

支
部
長
感
謝
状
（
金
枠
）	

11
人

支
部
長
感
謝
状
（
銀
枠
）	

６
人

　

中
で
も
、
吉
野
川
市
が
誕
生
し

て
初
の
金
色
有
効
章
を
次
の
３
人

の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。左から、長尾公子さん、上田貞子

さん、植田君代さん

優秀賞の新開さん（一番左）と入賞の皆さん

たくさんのランナーが健脚を競いました

受章された佐藤隆宏さん

　

３
月
６
日
、市
役
所
に
お
い
て

運
転
管
理
セ
ン
タ
ー
愛
称
募
集

表
彰
式
が
行
わ
れ
、３
４
９
点

の
応
募
の
中
か
ら
、運
転
管
理
セ

ン
タ
ー
の
愛
称
が「
ま
ち
ぴ
か
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
吉
野
川
」に
決
定
し

ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
、学
年
は
受
賞

時
）

優
秀
賞

学
島
小　
　

新
開　

玖
弓（
５
年
）

「
ま
ち
ぴ
か
ス
テ
ー
シ
ョ
ン吉

野
川
」

入
賞

学
島
小　
　

三
村　

優
花（
４
年
）

「
エ
コ
ピ
ア
よ
し
の
が
わ
」他

川
島
小　
　

阿
部　

慶
己（
４
年
）

「
エ
コ
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

川
田
中
小　

釜
谷　
　

駿（
５
年
）

「
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

よ
し
の
が
わ
」

飯
尾
敷
地
小

　
　
　
　
　

新
居　

千
夏（
６
年
）

「
ま
ち
ピ
カ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

よ
し
の
が
わ
」

　

吉
野
川
沿
い
の
堤
防
を
コ
ー
ス

と
し
、
徳
島
県
内
外
か
ら
小
学
生

か
ら
83
歳
ま
で
の
２
千
人
を
超
え

る
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
永
年
勤
続
し
、

そ
の
勤
務
成
績
が
優
秀
で
、
ほ
か

の
模
範
と
認
め
ら
れ
た
消
防
団
員

に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
消
防
団

員
と
し
て
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
表

彰
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
地
域
で
の
30
年

に
わ
た
る
消
防
活
動
が
認
め
ら
れ

今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
、
市
消
防
団
副
団
長

の
佐
藤
隆
宏
さ
ん
（
鴨
島
町
牛

島
）
が
消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年

勤
続
功
労
章
）
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　

３
月
16
日
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

に
タ
レ
ン
ト
の
森
脇
健
児
さ
ん
、

応
援
ゲ
ス
ト
に
芸
人
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ボ
ー
イ
を
迎
え
、
第
13
回
吉
野

川
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
が
鴨
島
運
動
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

め
な
ど
甘
い
お
菓
子
も
好
き
で
す
。

趣
味
は
時
代
劇
を
テ
レ
ビ
で
見
る

こ
と
と
、
新
聞
を
読
む
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
ま
た
、
ご
自
身
の
力
で

家
の
中
を
歩
け
る
ほ
ど
お
元
気
で
、

現
在
で
も
近
所
を
よ
く
散
歩
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
以
前
は
徳
島
病

院
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
間
食
を
せ
ず
、
好
き
嫌
い

が
な
く
食
事
は
何
で
も
食
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
趣
味
は
相
撲
観
戦
だ

そ
う
で
す
。
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ
は「
家

族
の
支
え
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
29
人
（
女
性
23
人
男
性
６

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
に
鴨
島
町
西
麻
植
の

三
木
マ
サ
ノ
さ
ん
、
３
月
30
日
に

川
島
町
学
の
十
川
照
義
さ
ん
、
鴨

島
町
敷
地
の
阿
部
哲
規
さ
ん
が
百

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
吉
野

川
市
と
徳
島
県
か
ら
祝
い
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
木
さ
ん
は
と
て
も
勉
強
が
好

き
で
、
学
年
で
よ
く
一
番
に
な
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
食
べ
物
は
好

き
嫌
い
が
な
く
、
お
刺
身
が
好
物

で
す
。
ま
た
、
お
話
し
が
好
き
で
、

入
所
者
の
方
と
の
会
話
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

十
川
さ
ん
は
、
食
べ
物
で
は
お

肉
が
好
物
で
、
ま
ん
じ
ゅ
う
や
あ

消
防
庁
長
官
表
彰

平
成
25
年
度
日
本
赤
十
字
社

業
務
功
労
表
彰

運
転
管
理
セ
ン
タ
ー

愛
称
募
集
表
彰

第
13
回
吉
野
川
市

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三木マサノさん阿部哲規さん 十川照義さん
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五九郎まつりでの活動の様子

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
人
権
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
人

権
問
題
な
ど
の
相
談
相
手
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
で
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

に
ち
な
み
、
市
内
４
カ
所
で
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

人
権
問
題
に
限
ら
ず
、子
育
て
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所

と
き　

５
月
31
日
㈯

	
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ

①
西
麻
植
会
館
２
階
会
議
室

②
吉
野
川
市
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階

	

人
権
擁
護
委
員
会
室

③
山
川
公
民
館　

研
修
室

④
美
郷
支
所　

会
議
室

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

　

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
取
り
組
ん

お
知
ら
せ

で
い
る
方
に
対
し
支
援
制
度
が
あ
り
ま

す
。
吉
野
川
市
で
は
、
合
成
農
薬
や
化

学
肥
料
を
５
割
以
上
減
ら
し
た
農
業
に

取
り
組
ま
れ
る
方
に
、
次
の
と
お
り
直

接
支
援
し
ま
す
。

支
援
対
象
農
業
者　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

認
定
者
で
出
荷
を
さ
れ
て
い
る
方

支
援
要
件　

合
成
農
薬
や
化
学
肥
料
の

５
割
以
上
の
低
減
と
、
国
の
定
め
る
環

境
保
全
効
果
が
高
い
取
り
組
み
を
あ
わ

せ
て
行
っ
て
い
る
こ
と

補
助
金
額　

10
ア
ー
ル
当
た
り
最
大

８
千
円
（
取
り
組
み
内
容
な
ど
に
よ
り

異
な
る
）

申
込
締
切　

６
月
30
日
㈪

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
農
業
振
興
課	

☎
22-

２
２
２
８

助
成
対
象
者　

接
種
日
時
点
で
吉
野
川

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
条
件
を

満
た
す
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
徳
島
県
が
実
施
す
る
風
し
ん
抗
体
検

査
に
お
い
て
、
陰
性
と
判
断
さ
れ
た
方

の
う
ち
、
次
に
該
当
す
る
方

○
妊
娠
を
希
望
す
る
、
ま
た
は
、
妊
娠

す
る
可
能
性
の
高
い
女
性

○
昭
和
39
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性

②
平
成
26
年
度
に
出
産
し
た
産
婦
の
う

ち
、
妊
娠
中
の
健
診
に
よ
り
風
し
ん
抗

体
検
査
が
陰
性
と
判
断
さ
れ
た
方
で
、

今
後
妊
娠
を
希
望
す
る
、
ま
た
は
、
妊

娠
す
る
可
能
性
の
高
い
女
性
（
妊
婦
は

除
く
）

助
成
内
容　

対
象
ワ
ク
チ
ン
ご
と
に
半

額
助
成
と
な
り
、
助
成
上
限
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。

⑴
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
場

合	

５
千
円

⑵
風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
の
場
合

	

３
千
円

請
求
手
続
き　

接
種
済
証
、
領
収
書
、

通
帳
（
振
込
先
口
座
）、
印
鑑
を
ご
持

参
の
上
、
健
康
推
進
課
（
本
館
１
階
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
健
康
推
進
課	

☎
22-

２
２
６
８

吉
野
川
市
風
し
ん（
成
人
）任
意

予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

10



　

対
象
の
方
に
は
、
個
人
通
知
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

く
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

第
２
期
：
幼
稚
園
年
長
相
当
年
齢
の
方

（
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）　	

接
種
期
限　

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫

実
施
医
療
機
関　

市
内
の
指
定
医
療
機

関
お
よ
び
徳
島
県
予
防
接
種
広
域
化
医

療
機
関

接
種
料
金　

無
料

※
接
種
期
限
を
過
ぎ
る
と
自
己
負
担

（
約
１
万
円
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
健
康
推
進
課	

☎
22-

２
２
６
８

　

吉
野
川
市
で
は
市
内
へ
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
、
新
婚
世
帯
を
対
象
に
家

賃
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
受
付
期
間
を
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

補
助
対
象
世
帯

　

婚
姻
届
を
提
出
し
て
か
ら
１
年
以
内

で
あ
り
、
届
け
出
時
に
夫
婦
と
も
に
40

歳
未
満
の
新
婚
世
帯

主
な
補
助
要
件

○
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
、
吉
野

川
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
お
い
て
賃

貸
借
契
約
を
行
い
、
入
居
し
て
い
る
世

帯
で
あ
る
こ
と

○
夫
婦
い
ず
れ
か
一
方
が
借
主
（
契
約

者
）
で
あ
る
こ
と

○
家
賃
が
月
額
３
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と申
込
期
限　

	

平
成
28
年
３
月
31
日
㈭

補
助
金
の
額

月
額
１
万
円
を
24
カ
月
間
補
助

提
出
書
類

○
補
助
金
交
付
申
請
書

○
戸
籍
謄
本
ま
た
は
全
部
事
項
証
明
書

○
住
宅
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し

○
住
宅
手
当
支
給
証
明
書

　

都
市
計
画
住
宅
課
（
東
館
２
階
）
に

備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
添
付
書
類
と
一
緒
に
都
市

計
画
住
宅
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
都
市
計
画
住
宅
課

	

☎
22-

２
２
２
５

　

本
市
が
管
理
す
る
橋
梁
の
う
ち
、
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
重
要
度
が
高

い
２
１
８
橋
に
つ
い
て
、
適
切
な
維
持

管
理
に
よ
る
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
計
画

的
に
行
う
た
め
、「
橋
梁
長
寿
命
化
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
計
画
の
策
定

に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
、
検
討
委
員
会
の
成
行
義

文
委
員
長
か
ら
市
長
へ
検
討
結
果
の
報

告
が
行
わ
れ
、こ
の
報
告
を
も
と
に「
吉

野
川
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
て
橋
梁
の
耐

震
化
を
計
画
的
に
行
う
た
め
、「
吉
野

川
市
橋
梁
耐
震
化
基
本
計
画
」
も
策
定

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
両
計
画
に
も
と
づ
き
橋
梁

の
修
繕
お
よ
び
耐
震
補
強
工
事
を
効
果

的
に
行
い
ま
す
。

※｢

吉
野
川
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画｣

お
よ
び｢

吉
野
川
市
橋
梁
耐
震
化

基
本
計
画｣

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
建
設
課	

☎
22-

２
２
５
１

｢

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画｣

お
よ
び

｢

橋
梁
耐
震
化
基
本
計
画｣

を
策
定

麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）の

予
防
接
種
対
象
の
方
へ

　
―
期
限
内
に

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
―　

吉
野
川
市
新
婚
世
帯
家
賃
補
助

事
業
延
長
の
お
知
ら
せ

市長へ報告をする成行委員長（右）
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就
園
奨
励
費
制
度
と
は
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
っ
て
、
就
園
困
難
な
世
帯
に

保
育
料
の
減
額
ま
た
は
免
除
を
行
い
、

幼
稚
園
教
育
の
振
興
を
図
る
制
度
で

す
。

▼
市
立
幼
稚
園

受
給
資
格　

吉
野
川
市
に
住
所
を
有

し
、
市
立
幼
稚
園
に
４
、５
歳
児
を
通

園
さ
せ
て
い
る
保
護
者
で
、
教
育
委
員

会
が
支
給
を
必
要
と
認
め
た
方
。

申
請
方
法
と
提
出
先　

通
園
し
て
い
る

幼
稚
園
で
５
月
中
に
申
請
書
を
受
け
取

り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月
初
旬

ま
で
に
幼
稚
園
に
提
出
。
当
初
申
請
以

降
も
申
請
は
可
能
。

認
定
基
準
お
よ
び
認
否
の
通
知

・
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方
お
よ
び

市
町
村
民
税
の
所
得
割
が
非
課
税
と
な

る
世
帯
に
属
す
る
方

・
同
一
世
帯
か
ら
３
人
以
上
在
籍
し
て

い
る
場
合
の
３
人
目
以
降
の
方

　

前
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、保
育
料
が
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

当
初
申
請
者
に
つ
い
て
は
、
７
月
上

旬
に
幼
稚
園
を
通
じ
て
認
否
を
通
知
し

ま
す
。
当
初
申
請
以
降
の
申
請
者
に
は

随
時
通
知
し
ま
す
。

保
育
料
の
支
払
い
方
法
と
還
付
方
法

　

認
定
ま
で
の
保
育
料
は
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
認
定
さ
れ
た
方
に
は
、
納
付

さ
れ
た
保
育
料
は
、
７
月
ご
ろ
に
還
付

し
ま
す
。

▼
私
立
幼
稚
園

受
給
資
格
と
認
定
基
準　

吉
野
川
市
に

住
所
を
有
し
、
私
立
幼
稚
園
に
３
、４
、

５
歳
児
を
通
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者

で
、
市
町
村
民
税
所
得
割
課
税
額
が
国

の
定
め
た
基
準
以
下
の
世
帯
。
ま
た
、

同
一
世
帯
か
ら
３
人
以
上
在
籍
し
て
い

る
場
合
の
３
人
目
以
降
の
方
。

申
請
方
法
と
提
出
先

　

通
園
し
て
い
る
幼
稚
園
で
６
月
初
旬

に
申
請
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
６
月
中
旬
ま
で
に
幼
稚
園
に

提
出
。当
初
申
請
以
降
も
申
請
は
可
能
。

認
否
の
通
知

　

当
初
申
請
者
に
つ
い
て
は
、
７
月
下

旬
に
幼
稚
園
を
通
じ
て
認
否
を
通
知
し

ま
す
。
当
初
申
請
以
降
の
申
請
者
に
は

幼
稚
園
を
通
じ
て
随
時
に
通
知
し
ま

す
。

保
育
料
の
支
払
い
方
法

　

認
定
ま
で
の
保
育
料
は
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
３
月
に
在
園
月
数
に
よ
っ
て

国
の
定
め
た
補
助
額
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

　

支
払
い
方
法
は
、
通
園
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
学
校
教
育
課	

☎
22-

２
２
７
３

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
へ
の
救
急
対
策
と
し
て
、「
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
急
病
や
災
害
時

な
ど
万
一
の
と
き
に
、
氏
名
・
か
か
り

つ
け
医
・
健
康
保
険
・
緊
急
連
絡
先
な

ど
を
記
入
し
た
用
紙
を
キ
ッ
ト
の
中
に

入
れ
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
き
、
救
急

医
療
な
ど
に
活
用
す
る
も
の
で
す
。
下

記
に
該
当
さ
れ
る
方
（
世
帯
）
は
、
無

料
で
配
布
し
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
福
祉
総
務
課
（
本
館

２
階
）
お
よ
び
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
税
課
税
・
非
課
税
は
問

い
ま
せ
ん
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

吉
野
川
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に

市
内
の
既
存
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
次

の
方
。

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
お

よ
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
。

②
そ
の
他
市
長
が
適
当
と
認
め
た
方
。

※
「
救
急
情
報
」
の
記
入
内
容
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
訂
正
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課	

☎
22-

２
２
６
１

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

市
立
幼
稚
園
・
私
立
幼
稚
園
の

就
園
奨
励
費
に
つ
い
て

救急医療情報キット
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住
宅
用
防
災
警
報
器（
火
災
報
知
器
）

は
、
消
防
法
に
よ
り
取
り
付
け
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
取
り
付
け

て
い
な
い
方
で
、
次
に
該
当
し
て
い
る

方
（
世
帯
）
は
、
無
料
で
取
り
付
け
で

き
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

吉
野
川
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に

市
内
の
既
存
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方

で
あ
っ
て
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
方
。

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
お
よ
び

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
世
帯
全
員
の

当
該
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

こ
と
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、
療

育
手
帳
（
Ａ
１
、
Ａ
２
）
所
持
者
の
い

る
世
帯
。

※
た
だ
し
、
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課	

☎
22-

２
２
６
１

　

介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
介
護
（
介

護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
生
活
環
境

を
整
え
る
た
め
の
、
手
す
り
の
取
り
付

け
、
段
差
の
解
消
、
扉
の
取
り
替
え
な

ど
の
小
規
模
な
住
宅
改
修
に
対
し
て
、

最
高
額
18
万
円
ま
で
の
住
宅
改
修
費
が

支
給
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
以
外
に

も
、
何
ら
か
の
介
助
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

「
高
齢
者
住
宅
改
造
費
助
成
金
交
付
事

業
」、
重
度
身
体
障
が
い
者
の
身
辺
自

立
の
促
進
と
家
族
負
担
の
軽
減
の
た
め

の
「
重
度
身
体
障
が
い
者
住
宅
改
造
費

助
成
金
交
付
事
業
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

助
成
対
象
者
、
工
事
内
容
な
ど
に
は

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
工
事
を
は
じ

め
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課	

☎
22-

２
２
６
４

市
福
祉
総
務
課	

☎
22-

２
２
６
１

　
「
高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス
や
ま
か
わ
」

と
は
、
高
齢
な
ど
に
よ
り
自
宅
で
の
生

活
に
不
安
が
あ
る
方
、
日
常
の
見
守
り

に
不
安
が
あ
る
方
の
た
め
に
、
必
要
に

応
じ
て
一
定
期
間
お
部
屋
を
提
供
す
る

在
宅
福
祉
施
設
で
す
。

利
用
期
間　

短
期
間
の
入
所
か
ら
最
長

６
カ
月
ま
で

利
用
対
象
者　

原
則
60
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯

で
家
族
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

で
あ
り
、
自
己
管
理
は
で
き
る
が
高
齢

な
ど
の
た
め
独
立
し
て
生
活
す
る
こ
と

に
不
安
が
あ
る
方
（
入
院
治
療
や
介
護

保
険
施
設
な
ど
へ
の
入
所
が
必
要
な

方
、
介
護
が
必
要
で
自
立
し
た
生
活
が

困
難
な
方
は
対
象
外
）。

利
用
方
法　

施
設
お
よ
び
福
祉
総
務
課

（
本
館
２
階
）
で
面
接
を
受
け
て
、
申

請
書
を
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
入
所

判
定
委
員
会
で
判
定
が
行
わ
れ
、
認
め

ら
れ
た
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

費
用
負
担　

入
所
者
の
収
入
に
応
じ
た

負
担
金
が
必
要
で
す
。
電
気
代
、
水
道

代
、
食
事
代
は
実
費
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

そ
の
他

▽
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
こ
の
施
設
は
、
自
立
し
て
自
分
で
生

活
で
き
る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
食
事
は
原
則
自
炊
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
別
料
金
で
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。

▽
衣
類
、
調
理
器
具
な
ど
、
日
常
生
活

に
必
要
な
も
の
は
利
用
者
が
準
備
し
て

く
だ
さ
い
（
寝
具
、
テ
レ
ビ
は
有
料
で

貸
し
出
し
ま
す
）。

▽
洗
濯
、
掃
除
、
通
院
、
買
い
物
な
ど

の
日
常
生
活
の
お
手
伝
い
は
サ
ー
ビ
ス

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

〔
申
請
・
負
担
金
な
ど
〕

市
福
祉
総
務
課	

☎
22-

２
２
６
１

〔
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
全
般
〕

高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス
や
ま
か
わ
（
社
会

福
祉
法
人
博
友
会
）	

☎
42-

７
１
１
１

防
災
警
報
器
の
取
り
付
け
は

お
済
み
で
す
か

居
宅
介
護
住
宅
改
修
等
に
つ
い
て

「
高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス

や
ま
か
わ
」の
利
用
に
つ
い
て

火災報知器　
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●問い合わせ　市商工観光課　☎22-2226

　

毎
年
５
月
に
、「
赤
十
字
活
動
支
援

費
の
募
集
運
動
」
を
実
施
し
、
各
地
域

の
赤
十
字
奉
仕
団
（
婦
人
会
等
）、
自

治
会
な
ど
の
ご
協
力
の
も
と
、
各
ご
家

庭
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

５
月
14
日
㈬
～
６
月
30
日
㈪

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社
費
に
よ

り
、
前
年
度
に
災
害
用
移
動
炊
飯
器
２

台
が
新
た
に
整
備
さ
れ
、
今
年
度
は
Ａ

Ｅ
Ｄ
１
台
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、社
費
は
献
血
事
業
や
自
然
災
害
・

紛
争
な
ど
に
よ
る
被
災
者
・
犠
牲
者
を

支
援
す
る
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

前
年
度
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
今
年
度
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課　

福
祉
総
務
係

	

☎
22-

２
２
６
１

平
成
26
年
度
日
本
赤
十
字
活
動
支

援
費（
日
赤
社
費
）募
集
に
つ
い
て

★鴨島駅前でお店を開業してみませんか‼★
鴨島駅前商店街空き店舗活用支援事業の募集について

　吉野川市では、鴨島駅前商店街の活性化を図るため、空き店舗を活用し、指定区域で新
たに事業を始める個人や法人などに対し、家賃や店舗改装費の一部を補助する制度がスター
トしました。

○鴨島駅前商店街の指定区域（ホームページに対象区域図を掲載）
　旭通り・銀座通り・県道牛島上下島線とＪＲに囲まれた区域内の主たる道路に面した１
階部分の店舗
○補助対象業種および要件
　【補助対象業種】･･･	商店街の集客やイメージアップに有効であり、まちづくりに寄与す
	 ると市長が認める業種
　【補助対象要件】･･･	◦２年以上営業を行う
	 ◦１日６時間以上の週５日以上昼間の営業
	 ◦市町村税を完納している
	 ◦申請者自らが営業する
	 ◦その他
○補助対象経費・補助期間・補助金額
　【補助対象経費】･･･	店舗の賃借料（礼金、敷金は除く）
	 店舗改装費（店舗の内装・外装工事ほか）
　【補助期間など】･･･	賃借料（12カ月間）
	 改装費（改装終了後１回のみ）
　【補助金額】･･･････	賃借料（賃借料月額の２分の１以内で、上限は３万円）
	 改装費（改装費用の２分の１以内で、上限は50万円）
○補助事業の申請
　この事業は予算の範囲内での認定となりますので、本事業にて開業をお考えの方は、必
ず事前協議が必要になります。
　以上は概要ですので、詳しくは商工観光課（東館１階）までお問い合わせください。

募

　集
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市
内
在
住
の
方
は
、
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講
座
の
内
容

☆
川
島
教
室
（
川
島
公
民
館
ほ
か
）

○
ド
キ
ド
キ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
30
人
）

　

文
化
や
健
康
な
ど
、
暮
ら
し
に
役
立

ち
、
心
が
豊
か
に
な
り
楽
し
く
参
加
で

き
る
講
座
を
行
い
ま
す
。

○
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
～
お
ひ
ざ
に

抱
っ
こ
、
わ
ら
べ
歌
で
あ
そ
ぼ
～

	

（
乳
幼
児
と
保
護
者
10
組
）

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
、
就
学
前
の
乳
幼
児

を
対
象
に
、
伝
承
「
わ
ら
べ
歌
」
で
親

子
で
楽
し
く
遊
び
ま
す
。

☆
山
川
教
室
（
山
川
公
民
館
ほ
か
）

○
地
域
学
習
講
座
（
60
人
）

　

地
域
の
歴
史
と
文
化
に
ふ
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
課
題
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

講
演
会
、
現
地
研
修
会
な
ど
を
行
い

ま
す
。

○
い
き
い
き
生
活
講
座
（
60
人
）

　

健
や
か
で
、
ゆ
と
り
あ
る
、
い
き
い

き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
自
ら
の
教
養
を
高
め
る
学
習
や
実

践
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
講
演
会
、

講
習
会
、
現
地
研
修
会
な
ど
を
行
い
ま

す
。

☆
美
郷
教
室
（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
ほ

か
）

○
健
康
体
操
講
座
（
20
人
）

○
料
理
講
座
（
20
人
）

○
絵
手
紙
講
座
（
20
人
）

○
歴
史
講
座
（
20
人
）

　
「
生
涯
学
習
講
座
で
、
見
つ
け
よ
う

自
分
の
力
・
可
能
性
、
広
げ
よ
う
世
代

を
超
え
た
交
流
の
輪
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

申
込
方
法　

川
島
公
民
館
、
山
川
公
民

館
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
講
座
生
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

５
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮

　

な
お
、
募
集
定
員
に
達
し
て
い
な
い

場
合
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他　

講
座
ご
と
に
開
講
式
を
行
い

ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
場
と
な

る
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

川
島
公
民
館	

☎
25-

２
１
８
０

山
川
公
民
館	

☎
42-

５
５
８
２

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー	

☎
43-

２
８
１
１

　

吉
野
川
市
の
高
齢
者
が
健
康
で
生
き

が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年

度
ま
で
の
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ

び
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
計
画
策
定
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
市
民
の
代
表
を
委
員
と
し
て
募
集
し

ま
す
。

役
割　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
策
定
委

員
会
に
出
席
し
、
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

任
期　

平
成
26
年
６
月
か
ら
平
成
27
年

３
月
ま
で
。
な
お
、
会
議
は
任
期
中
に

４
回
程
度
開
催
し
、
１
回
２
時
間
程
度

で
す
。

応
募
資
格
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
）

①
吉
野
川
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
今
後

も
引
き
続
き
在
住
予
定
の
方
。

②
平
成
26
年
５
月
１
日
現
在
、
40
歳
以

上
（
介
護
保
険
被
保
険
者
）
の
方

③
高
齢
者
福
祉
お
よ
び
介
護
保
険
に
関

心
の
高
い
方

※
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
常
勤

の
公
務
員
の
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
お
よ
び
役

員
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。　

募
集
人
数　

５
人
以
内

応
募
方
法　

５
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
書
を
直
接
持
参
も
し
く
は
郵
送
で
、

介
護
保
険
課
（
本
館
２
階
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
介
護
保
険
課

お
よ
び
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６-

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
役
所
介
護
保
険
課
介
護
保
険

係	

☎
22-

２
２
６
４

生
涯
学
習
講
座
の
講
座
生
募
集

吉
野
川
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

委
員
会
委
員
募
集
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吉
野
川
市
で
は
、
平
成
27
年
成
人
式

を
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
す
る
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

10
人
程
度

募
集
期
限　

６
月
10
日
㈫

対
象
者　
　

平
成
６
年
４
月
２
日
生
ま

れ
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
で
、
成
人
式
実
行
委
員
会
（
お
盆
・

年
末
な
ど
、２
～
３
回
程
度
開
催
予
定
）

に
出
席
し
て
い
た
だ
け
る
方

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課	

☎
22-

２
２
７
１

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
方

利
用
期
間　

７
～
９
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０
６
︲
２　

☎
26-

３
０
１
０
）

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
な
ど
は
、
介
護
保
険
課
（
本

館
２
階
）、
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）、
健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン

ト
21
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切　

６
月
13
日
㈮

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係
	

☎
22-
２
２
６
５

　

聴
覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
支
援

す
る
手
話
奉
仕
員
と
し
て
の
基
礎
的
な

知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

６
月
11
日
～
11
月
19
日
（
全
23

回
）
毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

※
た
だ
し
、
８
月
13
日
を
除
く

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

対
象
者　

吉
野
川
市
に
在
住
ま
た
は
在

勤
す
る
方

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
要
件

①
平
成
27
年
度
に
行
う
基
礎
課
程
（
全

30
回
）
も
受
講
で
き
る
方

②
入
門
課
程
・
基
礎
課
程
そ
れ
ぞ
れ
講

座
の
８
割
以
上
参
加
で
き
る
方

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代

は
実
費
）

申
込
受
付
期
限　

６
月
４
日
㈬

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
福
祉
総
務
課　

障
が
い
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
３

講
師　

糸
田
川
誠
也
さ
ん
（
糸
田
川
眼

科
院
長
）

　

加
齢
黄
斑
変
性
症
は
、
歳
を
と
る
と

と
も
に
黄
斑
部
網
膜
に
異
常
が
起
こ

り
、
視
力
が
低
下
す
る
病
気
で
、
高
齢

者
の
失
明
原
因
の
上
位
に
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

以
前
は
治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
診
断
機
器
や
治
療
法
が
新
た
に

開
発
さ
れ
た
こ
と
で
、
視
力
の
維
持
・

改
善
を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

日
常
生
活
の
中
で
大
切
な
視
力
を
維

持
し
、快
適
な
老
後
を
送
る
た
め
に
も
、

症
状
の
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

講
演
で
は
、
加
齢
黄
斑
変
性
症
の
知

識
や
、
病
気
を
発
見
す
る
た
め
の
自
己

チ
ェ
ッ
ク
の
方
法
な
ど
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
す
。

と
き　

５
月
30
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

２
時
45
分

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館　

視
聴
覚
室

問
い
合
わ
せ

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

市
介
護
保
険
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）	

☎
22-

２
２
６
５

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）受
講
生
募
集

介
護
予
防
講
演
会【
入
場
無
料
】

「
鏡
の
前
で
ウ
イ
ン
ク
し
ま
し
ょ
う

～
加
齢
黄お

う

斑は
ん

変
性
症
～
」

成
人
式
実
行
委
員
会
の委

員
募
集

「
パ
ワ
ー
デ
イ
」参
加
者
募
集

糸田川誠也さん

平成26年成人式実行委員のみなさん

催

　し
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第27回美郷ほたるまつりの様子

第
28
回
美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り

に
駐
車
し
、
徒
歩
で
の
移
動
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課	

☎
22-

２
２
２
６

船窪つつじ公園のオンツツジ

と
き　

５
月
25
日
㈰

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
１
階
相
談
室

内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
相
談

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課　

徴
収
係	

☎
22-

２
２
１
５

市
国
保
年
金
課	
☎
22-

２
２
１
３

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

平成26年４月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 43,753 （−126）

男 20,649 （−71）

女 23,104 （−55）

世帯数 17,949 （   21）

※65歳以上人口
計 13,842人  男 5,812人  女 8,030人

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 5 月20日㈫ 13:30～16:00 交流センター人権擁護委員会室
 5 月27日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３（和室）
 5 月31日㈯ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室
 5 月31日㈯ 13:30～16:00 交流センター人権擁護委員会室
 5 月31日㈯ 13:30～16:00 山川公民館研修室３（和室）
 5 月31日㈯ 13:30～16:00 美郷支所会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 6 月 2 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１
 6 月 3 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室
 6 月12日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室
 6 月19日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 5 月16日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室
 6 月20日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき
今
月
の
税

軽
自
動
車
税

全　

期

固
定
資
産
税

第
１
期

納
期
限

６
月
２
日
㈪

※
累
計
は
平
成
26
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

2
月 2件

累
計 2件

救急出動

2
月

148
件

累
計

314
件

と
き　

５
月
31
日
㈯
～
６
月
15
日
㈰

◆
ほ
た
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
無
料
）

Ｊ
Ｒ
阿
波
山
川
駅
と
吉
野
川
市
山
川
庁

舎
か
ら
、
美
郷
ほ
た
る
館
ま
で
の
間
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。（
ま

つ
り
期
間
中
の
午
後
６
時
～
10
時
）

◆
ほ
た
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

と
き　

５
月
31
日
㈯
、
６
月
15
日
㈰
午

前
９
時
（
約
１
時
間
）

と
こ
ろ　

美
郷
ほ
た
る
館

◆
ほ
た
る
観
察
会

と
き　

５
月
31
日
㈯
～
６
月
15
日
㈰
午

後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

当
日
受
付　

先
着
20
人
（
美
郷
ほ
た
る

館
入
館
者
対
象
）　

参
加
料　

２
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

◆
美
郷
地
区
内
各
種
団
体
模
擬
店

美
郷
地
区
の
各
団
体
に
よ
る
美
郷
の
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
を
行
い
ま
す
。

と
き　

６
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

◆
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す

○
美
郷
ほ
た
る
館

５
月
20
日
㈫
～
６
月
20
日
㈮
午
後
９
時

30
分
ま
で
（
期
間
中
は
無
休
）

○
美
郷
物
産
館

５
月
31
日
㈯　

～
６
月
15
日
㈰
午
後
９

時
30
分
ま
で

問
い
合
わ
せ

美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
美

郷
ほ
た
る
館
内
）	
☎
43-

２
８
８
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.tcu.or.jp/m

isato/
hotaru

　

船
窪
つ
つ
じ
公
園
の
オ
ン
ツ
ツ
ジ

が
、
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

　

開
花
期
間
中
は
公
園
付
近
道
路
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
公
園
か
ら

８
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
手
前
の
駐
車
場

ツ
ツ
ジ
の
見
ご
ろ
に
つ
い
て
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対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
川
島
】

と
き　

５
月
14
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

【
山
川
】

と
き　

６
月
２
日
㈪

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
終
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
19
日
㈭

	

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

２
階
相
談
室
21
（
今
回
か
ら
会
場

が
変
わ
り
ま
し
た
）

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

わ
か
ば
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

べ
っ
ぴ
ん
一
座
（
歌
と

踊
り
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
早
着
替

え
）、
川
原
す
い
か
（
パ
ン
ト
マ

イ
ム
）、
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
ほ
か

と
き　

５
月
25
日
㈰

	

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決

行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-

３
７
２
５
（
鎌
田
）

と
き　

5
月
21
日
㈬
午
後
７
時

対
戦
相
手　

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府

と
き　

５
月
28
日
㈬
午
後
７
時

対
戦
相
手　

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ

会
場　

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク　

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

	

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vortis.jp/

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
（
作
業
道
具
有
り
）。

※
刈
払
機
を
使
え
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西

側
）

作
業
日
時　

６
月
１
日
㈰

	

午
前
６
時
30
分
～
７
時
30
分

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

６
月
１
日
㈰

の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
複

数
で
犯
行
を
行
う
場
合
、
見
張
り

役
と
い
っ
て
実
行
犯
に
危
険
を
知

ら
せ
る
者
が
、
車
内
で
長
時
間
何

も
せ
ず
待
機
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

○
室
内
に
犯
人
が
い
る
と
き
は
、

た
だ
ち
に
１
１
０
番
通
報
を

　

家
に
帰
る
と
、
玄
関
が
壊
さ
れ

た
り
し
て
室
内
か
ら
物
音
が
す
る

な
ど
、
犯
人
が
存
在
す
る
可
能
性

が
あ
る
場
合
に
は
、
絶
対
に
室
内

に
は
入
ら
ず
、
直
ち
に
１
１
０
番

通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

犯
人
は
手
段
を
選
ば
ず
逃
走
し

ま
す
。
危
害
を
受
け
る
な
ど
、
ど

ん
な
被
害
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。

　

警
察
官
が
来
る
ま
で
は
絶
対
に

室
内
に
は
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
盗
難
被
害
に
気
づ
い
た
ら
、
最

寄
り
の
交
番
、
警
察
署
へ
通
報
を

　

玄
関
の
鍵
が
壊
さ
れ
、
室
内
が

荒
ら
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
盗
難
被

害
に
気
づ
い
た
ら
、
た
だ
ち
に

１
１
０
番
通
報
、
も
し
く
は
最
寄

り
の
交
番
、
警
察
署
へ
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署

	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

	

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　

奉
仕
橋
か
も
ク
ラ
ブ

	

☎
０
９
０
（
９
５
５
３
）
９
７
６
０

◆
平
成
26
年
度
警
察
官
採
用
試
験

受
付
期
限　

５
月
30
日
㈮

第
１
次
試
験　

７
月
13
日
㈰

受
験
資
格　

警
察
官
Ａ
（
男
性
・

女
性
）

昭
和
59
年
４
月
２
日
（
30
歳
）
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
４
年
生
大

学
等
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者

◆
窃
盗
犯
捜
査
に
ご
協
力
を

　

あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
１
１
０

番
ま
た
は
交
番
、
警
察
署
へ
通
報

を
！

　

犯
人
を
検
挙
す
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

次
の
点
を
参
考
に
し
て
、
不
審
者

な
ど
に
対
す
る
通
報
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
こ
の
よ
う
な
不
審
者
を
見
か
け

た
ら
１
１
０
番
通
報
を

　

車
上
ね
ら
い
の
犯
人
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
検
挙
例
か
ら
駐

車
場
を
う
ろ
つ
い
た
り
、
車
内
を

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

巡
回
職
業
相
談

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
１
６
6
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

江
川
湧
水
源
周
辺

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

阿
波
吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り
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★
江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
案
内

○
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
贈
る

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

〝
意
外
と
簡
単
・
家
庭
で
は
ぐ
く

め
る
子
ど
も
の「
学
力
・
道
徳
心
」〟

と
き　

５
月
23
日
㈮

　
　
　

開
場　

午
前
10
時

　
　
　

開
演　

午
前
10
時
30
分

講
師　

家
庭
教
育
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー　

酒
井
勇
介
さ
ん

入
場
料　

無
料

主
催　

徳
島
新
聞
社　

鴨
島
中
央

専
売
所	

☎
24-

５
２
４
９

○
中
村
文
昭
氏
講
演
会
in
吉
野
川

第
７
弾「
出
会
い
こ
そ
宝
で
あ
る
、

人
の
ご
縁
で
で
っ
か
く
生
き
ろ
」

と
き　

５
月
31
日
㈯

　
　
　

開
場　

午
後
６
時

　
　
　

開
演　

午
後
６
時
30
分

入
場
料　

大
人
２
０
０
０
円
、
学

生
１
０
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円

増
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
鴨
島
公
民
館
で
発

売
中
！

★
講
座
案
内

○
子
ど
も
え
い
が
会
「
ふ
し
ぎ
な

島
の
フ
ロ
ー
ネ
」

と
き　

５
月
24
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

	

～
遺
産
と
相
続
～

と
き　

５
月
26
日
㈪

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
健
康
セ
ミ
ナ
ー

～
し
び
れ
、
頭
痛
、
め
ま
い
の

	

注
意
点
と
対
策
～

と
き　

５
月
29
日
㈭

	

午
後
３
時
～
４
時

○
歴
史

と
き　

６
月
４
日
㈬

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
楽
し
い
介
護

～
身
体
の
動
か
し
方
・
車
椅
子

	

へ
の
移
乗
・
操
作
方
法
～

と
き　

６
月
４
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
男
性
料
理
教
室

～
季
節
の
素
材
を

	

活
か
し
た
献
立
～

と
き　

６
月
６
日
㈮

	

午
前
10
時
～
正
午

○
や
さ
し
い
経
済

～
税
制
改
正

	

教
育
減
税
・
相
続
税
な
ど
～

と
き　

６
月
13
日
㈮

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
食
と
農
の
知
っ
得

～
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？

	

毎
日
の
食
事
～

と
き　

６
月
19
日
㈭

	

午
前
10
時
～
11
時

○
元
気
づ
く
り
体
操

～
膝
痛
予
防
体
操
～

と
き　

６
月
19
日
㈭

	

午
後
２
時
～
３
時
15
分

★
お
願
い

　

今
、
吉
野
川
高
等
学
校
北
側
南

岸
を
水
仙
公
園
に
す
る
た
め
、
球

根
を
集
め
て
い
ま
す
。
不
用
な
球

根
が
あ
れ
ば
、
譲
っ
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り江川わくわくホール

　

西
麻
植
会
館
で
は
、
差
別
を
な

く
す
た
め
に
交
流
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
も
、
12
月
８
日
に

西
麻
植
会
館
と
西
麻
植
教
育
集
会

所
と
の
合
同
で
西
麻
植
会
館
祭
を

開
催
し
、
大
勢
の
来
館
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

会
館
祭
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
お
互
い
の
理

解
を
深
め
、
心
か
ら
手
を
取
り
合

い
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
に
向
か
っ
て
、
よ
り
良
い
交
流
を

広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

会
館
祭
で
は
、
開
会
式
の
後
、
各

種
講
座
の
発
表
や
小
中
学
生
に
よ
る

人
権
学
習
発
表
、
金
管
バ
ン
ド
と
六

年
生
に
よ
る
合
唱
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
階
の
和
室
で
は
、
生
花
講
座
生

に
よ
る
生
花
や
、
婦
人
会
の
方
々
の

手
芸
作
品
、
保
育
所
・
幼
稚
園
児

を
は
じ
め
小
中
学
生
の
絵
・
書
道
な

ど
た
く
さ
ん
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
人
は
作
品
を
熱
心
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

人
権
と
ぴ
っ
く
す
　

屋
外
で
は
、
大
人
も
子
ど
も
も

楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
特
に

輪
投
げ
で
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
に
は
一
日
研
修
と
し

て
、岡
山
県
の
「
渋
染
一
揆
資
料
館
」

に
行
き
、
倹
約
令
や
地
域
の
結
婚
に

関
す
る
実
話
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
に
は
、
西
麻
植
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催
で
「
ふ

れ
あ
い
食
事
会
」を
実
施
し
ま
し
た
。

婦
人
会
に
よ
る
お
い
し
い
手
料
理

と
、
西
麻
植
幼
稚
園
児
の
お
遊
戯
や

歌
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
元
気
が

湧
い
て
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
人
権
の
花
咲
く
ま
ち

よ
し
の
が
わ
」
の
実
現
に
向
け
て

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
西
麻
植
会
館
で
行
っ
て

い
る
各
種
講
座
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
本
舞
踊
教
室
（
毎
週
月・金
曜
日
）

ヨ
ー
ガ
教
室
（
毎
週
水
曜
日
）

大
正
琴
教
室
（
毎
週
土
曜
日
）

生
花
教
室
（
隔
週
火
曜
日
）

　

ど
な
た
で
も
、
無
料
で
参
加
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

西
麻
植
会
館	

☎
24-

５
７
７
９

「
人
権
の
花
咲
く
ま
ち

よ
し
の
が
わ
」実
現
の
た
め
に

― 

西
麻
植
会
館 

―

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9:00～16:00(土・日・祝日・年末年始除く)19



　
地
域
福
祉
の
現
場
を
支
え
て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。「
誰
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
子

育
て
に
不
安
が
あ
る
」
な
ど
の
悩
み
事
、
生
活
の
悩
み
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
、
同
じ
地
域
の
一
員
と
し
て
相
談
に
応
じ
、
関
係
機
関
へ
の

パ
イ
プ
役
に
な
る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
、
地
域
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
活
動
を
行
う
非
常
勤
の
公
務

員
で
す
。

　

民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に

よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
、
援
助
を

必
要
と
す
る
方
の
福
祉
全
般
に
関

す
る
悩
み
や
問
題
な
ど
の
相
談
に

応
じ
、
行
政
や
関
係
機
関
へ
の
パ

イ
プ
役
を
務
め
、
問
題
解
決
の
手

助
け
を
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
に

は
、個
別
の
担
当
区
域
を
持
た
ず
、

子
ど
も
や
子
育
て
の
相
談
・
援
助

を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童

委
員
も
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
る
ほ
か
、

地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社

会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
福
祉

事
業
に
協
力
す
る
な
ど
、
地
域
福

祉
の
推
進
活
動
に
お
い
て
も
活
躍

し
、
知
識
や
技
術
習
得
の
た
め
の

調
査
研
修
や
委
員
相
互
の
協
調
な

ど
を
目
的
と
し
て
協
議
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
で
生
活

　

に
不
安
が
あ
る

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
や
窓
口

　

が
分
か
ら
な
い

　

人
柄
が
よ
く
、
物
事
に
正
し
い

判
断
を
下
す
力
の
あ
る
方
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
富
み
、
社
会

福
祉
の
仕
事
に
理
解
と
熱
意
が
あ

る
方
で
す
。
特
別
な
資
格
な
ど
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
は
民
生
委
員
・
児
童
委

員
１
１
６
人
、
う
ち
主
任
児
童
委

員
９
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
３
年
で
、
現
委
員
の
任

期
は
平
成
28
年
11
月
末
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
報
酬

を
受
け
て
い
る
の
で
す
か
？

　

無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
活
動
に
必
要
な
交
通
費
な
ど
は

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

訪
問
に
来
て
く
れ
た
人
が
民
生

委
員
・
児
童
委
員
だ
と
確
認
で
き

る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
全
員
、

身
分
証
明
書
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
証
明
書
は
す
べ
て
写
真

に
割
り
印
の
入
っ
た
も
の
で
す
。

　

毎
年
、
５
月
12
日
の
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」
か
ら
一
週

間
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日　

活
動
強
化
週
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

　

民
生
委
員
制
度
は
前
身
の
済
世

顧
問
制
度
が
大
正
6
年
5
月
12
日

に
発
足
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
創
設
の
日
を
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」と
定
め
、「
広

げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し
た　

思

い
や
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
全
国
一
斉
に
民
生
委
員
が
社
会

福
祉
の
増
進
に
取
り
組
む
決
意
を

新
た
に
す
る
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

5
月
5
日
「
こ
ど
も
の
日
」
か

ら
一
週
間
は
、
児
童
福
祉
の
理
念

の
普
及
、
啓
発
の
た
め
「
児
童
福

祉
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

何
か
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
の
担
当
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
知
り
た
い
方

は
、
福
祉
総
務
課
ま
た
は
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課	

☎
22-

２
２
６
１

社
会
福
祉
協
議
会	

☎
25-

５
５
３
３

●
病
気
や
け
が
で
生
活
に
困
っ
て

　

い
る

●
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
の
で
、

　

災
害
時
の
避
難
に
対
し
て
不
安

●
育
児
や
子
ど
も
の
し
つ
け
で
悩

　

ん
で
い
る

●
近
所
で
児
童
虐
待
・
高
齢
者
虐

　

待
ら
し
い
様
子
を
目
撃
し
た

　

守
秘
義
務
に
の
っ
と
っ
て
相
談

内
容
の
秘
密
は
固
く
守
り
、
個
人

情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に

配
慮
し
た
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
ど

う
い
う
方
た
ち
で
す
か
？

　

民
生
委
員
と
は
、
社
会
奉
仕
の

精
神
を
も
っ
て
、
常
に
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
援
助
を
行
い
、
福
祉
事
務
所
等

関
係
行
政
機
関
の
業
務
に
協
力
す

る
な
ど
し
て
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
努
め
る
方
々
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
ど
ん

な
人
が
な
る
の
か
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

こ
ん
な
と
き
に
相
談
を
！

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

Ｑ
１

Ｑ
3

Ｑ
2

Ｑ
4

Ａ
１

Ａ
3

Ａ
2

Ａ
4

ご
存
じ
で
す
か
！
　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

Ｑ
＆
Ａ
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月の行事予定6
吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時
●場　所：川島こども園３階
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6　 7

8 9 10 11 12　◇予約制 13　 14

15 16 17　■予約制 18　※予約制 19　★予約制 20 21

22 23 24　 25 26　 27 28

29 30

※お誕生会　対象：６月生まれのおともだち
＊申し込みが必要です。６月生まれのお子さんは、前日までに
　申し込んでください。該当児以外でも、一緒に楽しめます。
　お誕生会終了後、下塚潤一さんがお誕生児の写真を撮ってくれる！

リトリト☆リトミック♪今月のうた　「かたつむり」

25日　小麦粉粘土であそぼう！
何ができるかな？集中力や表現力を養いながら、
いろんな形を作って楽しくあそぼう☆

■Let’s Enjoy English ～親子で英語を楽しもう～
対象：３歳～未就学児
＊申し込みが必要です。６日（金）から受け付けを開始します。

先着10組

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、
吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。

◇父の日のプレゼント作り
参加費：100円
＊申し込みが必要です。３日（火）から受け付けを開始します。

４日　歯科衛生士によるブラッシング指導
持参物：子ども用ハブラシ、コップ、フェイスタオル

２日　わいわい交流会♪＆ファミサポ説明会
みんなでわいわい楽しくおしゃべりしませんか？

★赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ
対象：０カ月～６カ月（10：00 ～）　７カ月～歩くまで（11：00 ～）
持参物：バスタオル１枚、フェイスタオル２枚、お茶やミルク
　　　　（水分補給）、オムツをはずすため防水シート
＊保護者の方は動きやすい服装で来てください。
＊申し込みが必要です。11日（水）から受け付けを開始します。

先着７組ずつ

26日　育児相談
講師：特定非営利活動法人　こどもの発達研究室きりん
　　　保育士　佐藤睦子さん

11日　簡単！健やかで美しくなるマッサージ
子育て疲れを癒しに来てください！
いつも健康で美しく…輝いていたいですよね☆

先着15組

27日　ふれあい遊び
こどもといっぱいふれあって、親子の絆を深めよう☆
深田先生のパワーと優しさに心温まります～‼

30日　ふうせん遊び
ふうせんをふくらませて、ふわふわ楽しく遊びましょう～☆
簡単なバルーンアートで、犬やお花も一緒に
作ってみませんか？

絵本の読み聞かせ
（10：30～11：00）
講師:読み聞かせ

グループかぶとむし

育児相談
（10：00～12：00）

身体測定

ゆきこおばちゃん
と遊ぼう！

（10：30～11：00）
講師：後藤田幸子さん

ほっこり♥
カフェタイム

（14:00～15:00）

自由遊び

ふうせん遊び
（10：30～11：00）

父の日の
プレゼント作り

（10:30～11:00）

身体測定

自由遊び

子育て何でも相談
（10:30～11:30）
家庭相談員が
お聞きします
身体測定

ほっこり♥
カフェタイム

（14:00～15:00）

＊英語受付開始

簡単！健やかで
美しくなる
　マッサージ

（10:30～12:00）
講師：倉本洋子さん
＊赤ちゃんヨガ＆
　マッサージ受付開始

リトリト☆
リトミック♪

（10：30～11：00）
講師:市原恭子さん

ひろとお兄ちゃん

小麦粉粘土で
　　あそぼう！

（10:00～12:00）

わいわい交流会&
ファミサポ説明会

（10：30～11：30）

自由遊び

＊父の日受付開始

歯科衛生士による
ブラッシング指導

（10:30～11:00）
講師:村上三恵さん

板東美紀さん

Let’s Enjoy English
～親子で英語を楽しもう～
(16：00～16：30)
講師:筑木純子さん

自由遊び お誕生会
（10：30～11：00）
講師：お話グループ
　　　　　　みるく

赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ

（10：00～・11：00～）
講師:ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*
身体測定

ふれあい遊び
（10：30～11：00）
講師：深田比加里さん

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－224421



※受診券は５月下旬に対象者に郵送します。
※子宮頸がん・乳がん検診は次の県内の医療機関で受けることができます。
※子宮頸がん検診を希望される方は、医療機関に直接申し込み、予約してから受診してください。
※乳がん検診を希望される方は、健康推進課（本館１階）にお申し込みください。検診（問診）票をお送り
　しますのでご記入のうえ受診してください。
※受診の際は、受診券と保険証などの身分を証明できるものを持参し、検診を受けてください。

子宮頸
けい

がん・乳がん検診（広域個別検診）のご案内

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

肺がん検診受診券に
ついて

75歳以上の方は、８月上旬頃に肺がん検診受診券を郵送します。申し込みは不要です。
（40歳〜 74歳の方は、５月下旬に他の検診受診券と一緒に肺がん検診受診券を郵送します。）

医療機関名 電話番号 子宮頸
がん 乳がん 医療機関名 電話番号 子宮頸

がん 乳がん

徳島市 阿南市
伊月健診クリニック 088-653-2315 ● ● 阿南共栄病院 0884-44-3131 ● ●
沖の洲病院 088-622-7111 ● ● 木下産婦人科内科医院 0884-23-3600 ●
梶産婦人科 088-622-1680 ● 森本内科胃腸科 0884-23-1002 ●
河野美香レディースクリニック 088-625-2370 ● 吉野川市
木下病院 088-622-7700 ● いぬい産科婦人科クリニック 0883-22-1230 ●
協立病院 088-668-1070 ● 麻植協同病院 0883-24-2101 ●
蕙愛レディースクリニック 088-653-1201 ● 筒井クリニック 0883-24-3300 ●
国府藤田産婦人科 088-642-1026 ● 阿波市
さいじょう産婦人科 088-652-7559 ● 阿波病院 0883-36-5151 ●
しんくら女性クリニック 088-602-2088 ● 徳島県農村健康管理センター 0883-36-6611 ● ●
祖川産婦人科クリニック 088-633-1133 ● 小笠原医院 0883-36-2030 ●
田岡病院 088-622-7788 ● 美馬市
田中産婦人科 088-622-9688 ● 西条産婦人科 0883-52-2002 ●
たまき青空病院 088-643-2588 ● ホウエツ病院 0883-52-1095 ● ●
寺沢病院 088-662-5311 ● 成田病院 0883-52-1258 ●
徳島クリニック 088-653-6487 ● 三好市
徳島検診クリニック 088-632-9111 ● ● 田岡医院 0883-72-5551 ●
徳島健生病院 088-622-7771 ● 徳島県立三好病院 0883-72-1131 ●
徳島逓信病院 088-623-8611 ● ● 三野田中病院 0883-77-2300 ●
とくしま未来健康づくり機構

（徳島県総合健診センター） 088-633-2266 ● 勝浦郡
国民健康保険勝浦病院 0885-42-2555 ●

冨岡医院 088-642-8111 ● 海部郡
野田産婦人科麻酔科クリニック 088-622-5930 ● 徳島県立海部病院 0884-72-1166 ●
春名産婦人科医院 088-652-2538 ● 名西郡
平尾レディースクリニック 088-669-6366 ● 遠藤産婦人科 088-674-6818 ●
水の都記念病院 088-632-9299 ● 手束病院 088-674-0024 ● ●
美馬とし子レディースクリニック 088-653-1912 ● なかたに産婦人科 088-674-1295 ●
メイプルクリニック高橋産婦人科 088-652-7077 ● 板野郡
吉田医院 088-625-3065 ● 井上医院 088-699-8070 ●

鳴門市 浦田病院 088-699-2921 ●
兼松病院 088-685-4537 ● ルナウィメンズクリニック 088-697-2322 ●
徳島県鳴門病院 088-683-0011 ● ● 中山産婦人科 088-692-0333 ●
だいとうレディースクリニック 088-683-1588 ● ● 秦産婦人科内科 088-692-5758 ●
レディースクリニック兼松産婦人科 088-685-1103 ● 野田医院 088-694-2008 ●

小松島市 美馬郡
住吉レディースクリニック 0885-32-0836 ● つるぎ町立半田病院 0883-64-3145 ●

阿南市 三好郡
阿南医師会中央病院 0884-22-1313 ● ● 三加茂田中病院 0883-82-3700 ● ●
※次の病院は、当該施設で分娩予定の妊婦に限り子宮頸がん検診は該当となります。

電話番号 子宮頸
がん 乳がん 電話番号 子宮頸

がん 乳がん

徳島大学病院 088-631-3111 ● 徳島市民病院 088-622-5121 ● ●
徳島県立中央病院 088-631-7151 ● 徳島赤十字病院 0885-32-2555 ●

電波利用環境保護周知啓発強化期間　６月１日～10日
総務省四国総合通信局　☎089－936－5055 22



●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

がん検診・健康診査・歯周疾患検診（個別検（健）診）のお知らせ
　がん検診の受診券は５月下旬に対象者に郵送します。
　個別検診（健診）を受けることができる医科・歯科医療機関は、次のとおりです。
　個別検診（健診）を受診希望の方は、医療機関に予約し、受診券と保険証などの身分を証明できるものを
持参し、検診（健診）を受けてください。
　75歳以上の方、20 〜 39歳男性でヤング健診受診希望の方は、事前に健康推進課（本館１階）に申し込み
が必要です。※受診の際は、各医療機関に診療時間の確認をお願いします。

地区 医療機関名 電話番号 大腸がん 前立腺
がん

肝炎ウイル
ス検査

ヤング
健診 健康診査

鴨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

あおぞら内科 22－1311 ● ● ● ● ●
（医）麻名内科外科クリニック 26－0020 ● ● ● ● ●
（医）阿部整形外科 24－4880 ● ● ● ● ●
（医）井内内科 24－3070 ● ● ● ● ●
石原小児科 24－2388 ● ● ●

（医）石原内科循環器科 24－2536 ● ● ● ● ●
糸田川クリニック 24－7555 ● ● ● ● ●
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 ● ● ● ● ●
麻植協同病院 24－2101 ● ● ● ● ●

（医）梶本胃腸科内科 24－2413 ● ● ● ● ●
（医）かなめ小児科内科クリニック 26－0310 ● ● ● ● ●
（医）鴨島病院 24－6565 ● ● ● ● ●
（医）木村内科胃腸科 24－6413 ● ● ● ● ●
杏和医院 22－0333 ● ● ● ● ●

（独）国立病院機構徳島病院 24－2161 ● ● ● ● ●
（医）鈴木内科（喜来） 24－3413 ● ● ● ● ●
（医）鈴木内科（敷地） 24－5880 ● ● ● ● ●
知恵島皮膚科診療所 36－9012 ● ●
筒井クリニック 24－3300 ● ● ● ● ●

（医）古本内科クリニック 24－7377 ● ● ● ● ●
（医）美摩病院 24－2957 ● ● ● ● ●
（医）森住内科医院 22－3010 ● ● ● ● ●
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 ● ● ● ● ●

（医）渡辺医院 24－7177 ● ● ● ●

川　
島

岡田医院 25－3566 ● ● ● ●
（医）岸整形外科 25－3133 ● ●
（医）四宮医院 25－2016 ● ● ● ● ●
（医）杉山医院 25－2802 ● ● ● ● ●
（医）矢田医院 25－2006 ● ● ● ● ●

山　
　
　
川

（医）工藤内科医院 42－3113 ● ● ● ● ●
（医）さくら診療所 42－5520 ● ● ● ● ●
（医）谷医院 42－2353 ● ● ● ● ●
富本医院 42－3123 ● ● ● ● ●

（医）中西内科クリニック 42－6755 ● ● ● ● ●
松永医院 42－2110 ● ● ● ● ●
三木クリニック 42－6618 ● ● ● ●

美郷 美郷診療所 26－7570 ● ● ● ● ●
診療所名 電話番号 診療所名 電話番号

鴨　
　
　
　
　
　
　
島

石田歯科医院 24－4348
鴨　
島

まつうら歯科クリニック 22－1555
井上歯科医院 24－8501 まつもと歯科（鴨島） 24－7982
うらやま歯科医院 24－0009 モロタニ歯科 24－6474
岡本歯科 22－0838 和田歯科クリニック 24－2336
鴨島歯科 24－6026 川　

島

ごとう歯科医院 26－3088
川井歯科 24－8436 杉山歯科医院 25－4184
きりの歯科クリニック 24－5151 前坂歯科医院 25－4888
工藤歯科医院 24－5123

山　
川

近藤歯科医院（山川） 42－2121
近藤歯科医院（鴨島） 24－2822 谷本歯科医院 42－2069
さとう歯科医院 22－0888 なか歯科医院 42－7410
瀬尾歯科医院 24－8200 松本歯科クリニック(山川) 42－6488
多田歯科医院 24－9222 山本歯科医院 42－6474
飛梅歯科医院 24－0517

電波利用環境保護周知啓発強化期間　６月１日～10日
電波のルールと電波障害などの申告・相談は四国総合通信局まで！23



（１）集団健診・・・腹部超音波検査が同時に受けられます（希望者のみ）。事前にお申し込みください。

（２）医療機関健診・・・実施機関に事前にお申し込みください。

★腹部超音波検査とは・・？
　腹部にゼリー剤を塗り、モニターで確認します。
　主に、肝臓、胆のう、すい臓、ひ臓、腎臓などの臓器に異常がないかを見ます。
　（膀胱に尿が溜まっているなど）条件が良ければ子宮、卵巣、膀胱、前立腺も観察できます。
　超音波検査は、Ｘ線検査とは違い、被爆することはありません。
　この検査は、必ず絶食で受けていただきます。所要時間は10分程度です。

（３）日帰りドック健診・・・５月16日（金）が申し込み期限となっていますが、定員に満たない日程につい
ては、受け付けを継続しています（日程はご希望に添えない場合があります
が、ご了承ください）。

・①・③・④は、胃がん・大腸がん・乳がん検診と同日実施です。
・②は、肺がん・結核検診と同日実施です。
・⑤は、胃がん・大腸がん・乳がん・肺がん・結核検診と同日実施です。
※がん検診に関しては、健康推進課（☎22－2268）にお申し込み、お問い合わせください。

特定健康診査対象者

生年月日 昭和14年10月１日～
昭和15年３月31日生まれの方

昭和15年４月１日～
昭和50年３月31日生まれの方

健診方法
（１）集団健診
（２）医療機関健診
※２種類のみです

（１）集団健診
（２）医療機関健診
（３）日帰りドック健診

特定健康診査
受診券の有効期限 平成26年９月30日（火） 平成26年12月26日（金）

お申し込み方法
《申し込み期間》		平成26年６月２日（月）～各健診日の２週間前まで
《受付時間》８:30～ 17:15（土・日・祝日を除く）
《申し込み先》市国保年金課　保健事業係　（☎22－2213）
【注意事項】	・都合により日程を変更することがありますので、必ずお申し込みください。
　　　　　　（大雨等の警報が出た場合は中止します）

健　診　日　程
（受付時間８:30～ 10:00） 実	施	場	所

受診者負担額

特定健康診査 特定健康診査
腹部超音波検査

①		6月25日(水) 鴨島公民館

1,000円 5,900円

②		9月24日(水)
（受付時間　８:30～９:30） ふるさとセンター（美郷）

③		10月27日(月) 川島公民館
④		11月21日(金) 山川公民館
⑤		11月29日(土) 吉野川市役所

※詳細については、３月の保険証送付時に同封の「お知らせ」（ピンク色）で必ずご確認ください。

吉野川市国民健康保険に加入されている方へ
平成26年度特定健康診査（集団健診・医療機関健診）のお知らせ

●問い合わせ　市国保年金課　☎22-2213

お申し込み方法
《実施期間》７月１日（火）～有効期限内
《申し込み先》県内特定健康診査実施機関　および

麻植協同病院【要予約　代表	☎24－2101　受付時間	14:00 ～ 16:00】
受診者負担額 1,000円

電波利用環境保護周知啓発強化期間　６月１日～10日
私たちの生活の安心・安全を脅かす不法電波をシャットアウト!! 24



平成26年度後期高齢者医療制度の健康診査について

●問い合わせ　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課
☎088（677）3666

　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や
重症化の予防のため、健康診査を実施します。
　健康診査の対象となる方には『健康診査受診券』をお送りしますので、ぜひ受診しましょう。

○病院・施設などへ入院・入所をしていない方
　　　　　または
　生活習慣病と診断されていない方 ……… 平成26年８月（予定）

○上記以外の方で、平成26年４月以降、血液検査や尿検査をしていない方
　平成26年８月以降準備ができ次第、吉野川市国保年金課（本館１階）に健康診査申込書
を備え付けますので、受診を希望される方は、国保年金課に健康診査申込書を提出してく
ださい。

○平成26年１月１日から平成26年９月30日までの間に後期高齢者医療制度に加入された方
　加入時期に応じ、次のとおり５月から10月までの間に健康診査申込書を送付します。入
院をしていない方または生活習慣病と診断されていない方で受診を希望される方は、広域
連合事務局までお申込みください。受診券を後日送付します。

健康診査受診券をお送りする時期

健康診査申込書の送付時期（予定）

①１月１日から３月31日までの間に加入された方……… ５月
②４月１日から５月31日までの間に加入された方……… ６月
③６月１日から７月31日までの間に加入された方……… ８月
④８月１日から９月30日までの間に加入された方………10月

　入院をしていた方または生活習慣病と診断された方は、すでに健康状態を把握され、医師の
指導を受けていると考えられることから、健康診査の対象者から除いています。
※生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高

血圧性疾患、脂質異常症、虚
きょ

血
けつ

性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、
脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化があります。

健診項目 身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査

受診費用 無料

受診期間 受診券を受け取ったときから平成26年12月末日まで

電波利用環境保護周知啓発強化期間　６月１日～10日
電波の利用には、原則、免許が必要です。25



●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

☆平日／17時～23時  ☆休日／8時～23時  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268５月・６月

夜間・休日在宅当番医表

7月・8月の介護予防教室５月・６月の介護予防教室

５

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
14 水 9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川 島

健

康

チ

ェ

ッ

ク

介 護 予 防 体 操

20 火
9:30～10:30 川島公民館上桜分館 川 島 口腔（こうくう）ケア

13:30～14:30 山川公民館 山 川 介 護 予 防 体 操
21 水 9:30～10:30 中古井広域集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操

22 木
9:30～10:30 牛島地区公民館 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

13:30～14:30 山路東原集会所 鴨 島 介 護 予 防 体 操

23 金
9:30～10:30 森山地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

13:30～14:30 東山老人憩の家 美 郷 栄 養 の お 話

26 月
9:30～10:30 鴨島老人福祉センター 鴨 島 栄 養 の お 話

13:30～14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島 口 腔 ケ ア
27 火 9:30～10:30 川島公民館山田分館 川 島 介 護 予 防 体 操

6

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
3 火 9:30～10:30 川島公民館神後分館 川 島

健

康

チ

ェ

ッ

ク

楽 し い 脳 体 操

4 水
9:30～10:30 中部農業構造改善センター 山 川 介 護 予 防 体 操

13:30～14:30 上浦地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

5 木
9:30～10:30 川島公民館敷地分館 川 島 栄 養 の お 話

13:30～14:30 瀬詰老人会館 山 川 介 護 予 防 体 操

9 月
9:30～10:30 森藤集会所 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

13:30～14:30 敷地老人憩の家 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
13:30～14:30 立石公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操

10 火
9:30～10:30 川島公民館学西分館 川 島 介 護 予 防 体 操

13:30～14:30 牛島集会所 鴨 島 介 護 予 防 体 操
11 水 13:30～14:30 中枝老人憩の家 美 郷 介 護 予 防 体 操
12 木 9:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

５月 ６月 医　院　名 電話番号
14 10 石 原 小 児 科 24-2388
15 富 本 医 院 42-3123
16 大 内 整 形 外 科 24-3058
17 23 工 藤 内 科 医 院 42-3113
⑱ 20 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413
19 25 井 内 内 科 24-3070
20 26 杏 和 医 院 22-0333
21 24 高橋皮膚科クリニック 24-5122
22 27 中西内科クリニック 42-6755
23 森 住 内 科 医 院 22-3010
24 30 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
� 21 谷 医 院 42-2353
26 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
27 石原内科循環器科 24-2536
28 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
29 28 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070

５月 ６月 医　院　名 電話番号
30 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
31 麻名内科外科クリニック 26-0020

① 鈴 木 内 科（ 敷 地 ） 24-5880
2 さ く ら 診 療 所 42-5520
3 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
4 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
5 知恵島皮膚科診療所 36-9012
6 糸田川クリニック 24-7555
7 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
⑧ 阿 部 整 形 外 科 24-4880
9 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
11 糸 田 川 眼 科 24-2531
12 古本内科クリニック 24-7377
13 渡 辺 医 院 24-7177
14 美 摩 病 院 24-2957
⑮ 鈴 木 内 科（ 喜 来 ） 24-3413

５月 ６月 医　院　名 電話番号
16 四 宮 医 院 25-2016
17 矢 田 医 院 25-2006
18 杉 山 医 院 25-2802
19 松 永 医 院 42-2110
� 岸 整 形 外 科 25-3133
� 鴨 島 病 院 24-6565

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●麻植協同病院（☎24–2101）
　診療日　第２・４週の日曜日
　診療時間　９時～17時（直接問い合わせてください）

電波利用環境保護周知啓発強化期間　６月１日～10日
電波利用環境が不法な電波で乱されると社会は大迷惑。 26
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か
～
も
」に
よ
る
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
和
室
／

絵
本
の
よ
み
き
か
せ
、紙
芝
居
、エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

◆
新
刊
情
報

【
一
般
書
】

「
そ
の
手
を
に
ぎ
り
た
い
」

	

柚
木
麻
子　

著

「
ア
ト
ロ
シ
テ
ィ
ー
」

	

前
川
裕　

著

「
約
束
の
海
」	

山
崎
豊
子　

著

「
波
形
の
声
」	

長
岡
弘
樹　

著

「
代
理
処
罰
」	

嶋
中
潤　

著

「
怒
り
上
・
下
」	

吉
田
修
一　

著

「
首
都
崩
壊
」	

高
嶋
哲
夫　

著

「
桃
の
木
坂
互
助
会
」

	

川
瀬
七
緒　

著

「
領
主
館
の
花
嫁
た
ち
」

	

ク
リ
ス
チ
ア
ナ
・
ブ
ラ
ン
ド　

著

「
60
歳
か
ら
し
て
お
き
た
い
こ
と
」	

	

坂
東
眞
理
子　

著

「
明
日
も
前
へ
」	

吉
沢
久
子　

著

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
５
月
、
６
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
月
末
図
書
整
理
日
（
５

月
30
日
㈮
、
６
月
27
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

６
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）

◆
子
ど
も
映
画
会

５
月
17
日
㈯
「
ダ
ン
ボ
」、
５
月

31
日
㈯
「
チ
ャ
ー
リ
ィ
と
こ
ぐ
ま

の
ミ
モ
」、
６
月
７
日
㈯
「
バ
ン

ビ
」、
６
月
21
日
㈯
「
チ
ッ
プ
と

デ
ー
ル
」

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
５
月
、
６
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
月
末
図
書
整
理
日
（
５

月
30
日
㈮
）

◆
徳
島
文
理
大
学
う
た
お
は
部
に

よ
る
お
は
な
し
会

七
夕
ま
つ
り
・
お
は
な
し
会　

６

月
28
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
写
真
展
『
庭
先
の
四
季
Ⅷ
～
秋

～
』
川
村
泰
史
さ
ん
撮
影

の
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

①
街
頭
補
導
件
数	

10
件

②
相
談
活
動
受
理
件
数	

９
件

③
不
審
者
情
報	

13
件

④
環
境
浄
化
活
動

　

月
１
回
、
市
内
９
カ
所
に
設
置

し
て
い
る
白
ポ
ス
ト
に
よ
る
有
害

図
書
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
の
回
収

を
行
い
ま
し
た
。

●
有
害
図
書	

５
８
０
冊

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ	

３
５
１
本

●
そ
の
他	

88
冊

⑤
安
全
安
心
活
動

　

各
幼
稚
園
・
小
学
校
で
の
不
審

者
対
応
訓
練
や
誘
拐
防
止
教
室
へ

の
参
加
、
ま
た
各
地
区
で
行
わ
れ

て
い
る
安
全
安
心
対
策
会
議
へ
の

参
加
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定
の
美

郷
ほ
た
る
ま
つ
り
・
五
九
郎
ま
つ

り
で
は
、
特
別
補
導
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

 

☎
25-

６
６
２
０

 

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.tcu.or.jp/

ikuseicenter/

図
書
だ
よ
り

青
少
年
育
成
補
導

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

　
春
の
色鴨

島
東
中
学
校　

池
本　

日
奈

春
に
は
た
く
さ
ん
の
色
が
あ
る

緑　

黄　

青　

赤

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
色
が
あ
る

登
校
中　

こ
の
数
十
分
で

た
く
さ
ん
の
色
を
見
か
け
る

下
校
中　

朝
と
は
違
っ
た
色
が
あ
る

悲
し
い
と
き
明
る
い
色
を
見
る
と

心
も
明
る
く
な
る

色
っ
て
も
の
す
ご
く
良
い
も
の
だ

私
は
春
の
色
が

大
好
き
だ「

ぶ
ん
げ
い
麻
植
第
9
号
」よ
り

　

吉
野
川
市
も
10
月
１
日
で
満

10
歳
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
、
市

主
催
事
業
や
市
民
手
作
り
イ
ベ
ン

ト
事
業
な
ど
10
周
年
記
念
事
業

を
盛
り
だ
く
さ
ん
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
で
は
、
成
人
の
半

分
の
年
齢
、
10
歳
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
す
る
行
事
「
２
分
の
１
成

人
式
」
が
小
学
校
の
行
事
や
授
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
吉
野
川
市
も
10
年
と
い

う
節
目
に
、
今
ま
で
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
成
人
へ
向
け
て
さ
ら

な
る
飛
躍
が
で
き
る
よ
う
、
尽
力

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（

編
）

編
集
後
記

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ

平
成
25
年
度
の
活
動
と
概
要

お
知
ら
せ

電波利用環境保護周知啓発強化期間　６月１日～10日
暮らしに大切な電波。電波利用環境を不法な電波から守りましょう。27



慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480

広報紙に広告を掲載しませんか?
詳しくは吉野川市ホームページ

ヨッピー・ピッピー

有料広告募集の項目をご覧ください。

広 告 募 集 中 !!広 告 募 集 中 !!

http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/

吉野川市

2014年（
平
成
26年

）5月
号

通
巻
116号

発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
776-8611		徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1
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